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『mundi』（ムンディ）はラテン語で
“世界”。本誌は、開発途上国の
現状や、現場で活躍する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。

mundi

各国で活躍するJICA職員。写真は、コン
ゴ民主共和国、グアテマラ、チュニジア
の各事務所の職員たち。

杉下恒夫（すぎした・つねお）
読売新聞編集局選任部長、茨城大学大学院教授、JICA客員専
門員などを経て2009年から国際開発機構（FASID）理事長。国際
協力センター（JICE）評議員、協力隊を育てる会理事など兼務。

り
か
、
求
め
る
資
料
を
す
べ
て
提
供
し
、
面
談
を
希
望
す
る
人
す
べ

て
に
会
わ
せ
て
く
れ
た
。

　
そ
ん
な
彼
と
の
旅
の
中
、
素
直
な
目
で
J
I
C
A
事
業
を
見
て
い

る
と
、
も
ち
ろ
ん
課
題
も
あ
る
が
、
多
く
の
事
業
は
地
元
の
人
に
喜
ば

れ
、
感
謝
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
O
D
A
批
判
記
事
を

書
く
つ
も
り
で
乗
り
込
ん
だ
私
は
、
す
っ
か
り
O
D
A
支
持
者
に
変

わ
っ
て
い
た
の
だ
。
典
型
的
な
J
I
C
A
マ
ン
の
律
儀
さ
、
生
真
面

目
さ
に
打
た
れ
て
、
私
は
文
字
通
り
ミ
イ
ラ
取
り
が
ミ
イ
ラ
に
な
っ
て

日
本
に
帰
っ
て
き
た
。

　
さ
て
そ
の
後
、
J
I
C
A
マ
ン
と
い
う
言
葉
は
ど
う
な
っ
た
か
。

最
近
、
聞
く
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
。
も
う
死
語
に
近
い
の
だ
ろ
う
。

2
0
0
3
年
に
民
間
か
ら
緒
方
貞
子
さ
ん
を
リ
ー
ダ
ー
に
招し

ょ
う聘へ
い
し
た

こ
と
な
ど
で
、
J
I
C
A
の
容
相
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
一
つ
の
原
因

だ
。
国
際
協
力
銀
行
（
J
B
I
C
）
の
O
D
A
部
門
が
統
合
さ
れ
、

08
年
に
新
J
I
C
A
が
誕
生
し
た
こ
と
も
ひ
と
押
し
に
な
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　
今
日
の
J
I
C
A
職
員
に
、
J
I
C
A
マ
ン
と
い
う
い
さ
さ
か
垢

抜
け
し
な
い
名
称
は
相
応
し
く
な
い
だ
ろ
う
。
現
在
の
J
I
C
A
職

員
に
は
、〝
切
れ
る
〞〝
ス
マ
ー
ト
〞
と
い
っ
た
言
葉
が
浮
か
ぶ
。
世
界

を
舞
台
に
颯
爽
と
職
務
を
こ
な
す
彼
ら
に
相
応
し
い
修
辞
だ
と
思
う
が
、

〝
冷
徹
〞〝
官
僚
的
〞
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
付
加
し
て
ほ
し
く
な
い
。

　
J
I
C
A
マ
ン
と
呼
ば
れ
た
人
た
ち
が
持
っ
て
い
た
〝
泥
臭
く
行

動
し
て
人
を
愛
す
る
心
〞
は
、
変
え
難
い
日
本
の
O
D
A
の
脊
柱
で

あ
り
、
組
織
の
葉
脈
と
な
っ
て
生
き
続
け
て
ほ
し
い
。
J
I
C
A
が

掲
げ
る
「
信
頼
」
と
い
う
標
語
は
、
J
I
C
A
マ
ン
の
葉
脈
が
生
き

て
い
て
こ
そ
、
現
実
の
も
の
と
な
る
。

　
偏
見
、
差
別
を
含
む
表
現
を
是
正
す
る
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
コ
レ
ク
ト

ネ
ス
思
考
が
広
ま
っ
た
こ
と
で
、
昨
今
は
ポ
リ
ス
マ
ン
が
ポ
リ
ス
・
オ

フ
ィ
サ
ー
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。

マ
ン
だ
け
が
構
成
員
で
は
な
い
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
配
慮
か
ら
だ
。

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
現
在
で
は
不
適
切
な
言
葉
と
な
る
が
、
私
が
政

府
開
発
援
助
（
O
D
A
）
を
専
門
に
取
材
を
始
め
た
1
9
8
0
年
代
、

開
発
援
助
に
関
わ
る
人
た
ち
の
間
で
〝
J
I
C
A
マ
ン
〞
と
い
う
言

葉
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
こ
の
言
葉
を
性
別

を
問
わ
ず
使
い
た
い
。
当
時
の
J
I
C
A
（
国
際
協
力
事
業
団
）
職

員
を
指
す
言
葉
だ
っ
た
。

　
J
I
C
A
マ
ン
に
は
、
ど
の
よ
う
な
隠
喩
が
あ
っ
た
の
か
。
記
憶

を
頼
り
に
回
想
し
て
み
る
と
、
途
上
国
で
働
く
国
際
派
の
政
府
系
法
人

職
員
に
、〝
律
儀
〞
と
か
〝
生
真
面
目
〞
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
っ

て
い
た
よ
う
に
思
う
。
途
上
国
の
開
発
を
支
援
す
る
事
業
の
印
象
か
ら

〝
滅
私
〞〝
夢
想
的
な
人
〞
と
い
っ
た
含
意
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
事
実
、

私
が
接
し
た
J
I
C
A
マ
ン
も
こ
う
い
っ
た
タ
イ
プ
の
人
が
多
か
っ

た
。

　
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
J
I
C
A
マ
ン
が
い
る
。
89
年
、
日
本
の

O
D
A
実
績
が
世
界
一
と
な
り
、
マ
ス
コ
ミ
の
O
D
A
に
対
す
る
関

心
が
一
気
に
高
ま
っ
た
。
私
が
勤
務
し
て
い
た
新
聞
社
で
も
O
D
A

特
集
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
私
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
担
当
と
な
っ
た
。

O
D
A
の
無
駄
を
省
き
、
よ
り
効
果
的
執
行
を
促
す
と
い
う
の
が
記

事
の
主
題
だ
っ
た
か
ら
、
取
材
は
問
題
が
あ
り
そ
う
な
案
件
を
探
り
当

て
る
こ
と
に
注
力
し
た
。

　
出
張
前
に
O
D
A
に
批
判
的
な
大
学
教
授
や
N
G
O
の
方
々
に
会

い
、
旅
行
カ
バ
ン
一
杯
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
情
報
を
詰
め
込
ん
で

 

J
I
C
A
ジ
ャ
カ
ル
タ
事
務
所
を
訪
れ
た
。
取
材
を
申
し
込
ん
だ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
い
わ
ば
曰い

わ

く
つ
き
の
も
の
ば
か
り
だ
か
ら
、
対
応

し
た
職
員
は
最
初
か
ら
私
の
意
図
を
見
抜
い
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
申
し
込
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
部
の
取
材
が
許
可
さ
れ
、
彼
は

繁
多
な
業
務
の
中
、
各
地
の
取
材
に
同
行
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
ば
か

イラスト◦中村知史

プ
ロ
ロ
ー
グ
Vol.  12

〝
J
I
C
A
マ
ン
〞は

 

今
い
ず
こ

文
◦
杉
下
恒
夫
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課題の解決に向けて
各部署がサポート

契約

JICAの仕事は、開発途上国の“国創り”のお手伝い。その目的のため、
途上国あるいは日本国内でたくさんのプロジェクト（案件）が動いている。

多くのスタッフがさまざまな部署に所属し、役割を果たしている。

民
間
企
業
、
地
方
自
治
体
、
大
学
・
研

究
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
、
多
く

の
人
、組
織
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。

　

J
I
C
A
は
日
本
の
政
府
開
発
援
助

（
O
D
A
）
の
中
核
を
担
う
機
関
と
し

て
、
約
1
4
0
の
開
発
途
上
国
・
地

域
に
対
す
る
協
力
を
行
っ
て
い
る
。
お

も
な
協
力
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
途
上
国

の
人
々
が
自
国
の
課
題
に
自
ら
対
処
で

き
る
よ
う
に
能
力
の
向
上
を
う
な
が
す

「
技
術
協
力
」、
緩
や
か
な
条
件
で
比
較

的
大
き
な
開
発
資
金
を
貸
し
付
け
て
発

展
を
う
な
が
す
「
有
償
資
金
協
力
」、

途
上
国
の
中
で
も
所
得
の
少
な
い
国
を

中
心
に
、
資
金
を
贈
与
し
て
国
の
基
盤

づ
く
り
を
う
な
が
す
「
無
償
資
金
協
力
」

な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
協
力
メ

ニ
ュ
ー
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
途
上
国

が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
状
況
に

応
じ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
、
実
施

さ
れ
、
J
I
C
A
は
国
内
外
の
関
係
者

と
と
も
に
そ
の
推
進
に
力
を
尽
く
し
て

い
る
。

　

毎
号
、
弊
誌
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

「
J
I
C
A
の
人
た
ち
は
途
上
国
で
何

を
し
て
い
る
の
?
」「
も
っ
と
仕
事
の

内
容
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
声

が
届
く
。
そ
こ
で
今
号
で
は
、

J
I
C
A
の
ス
タ
ッ
フ
が
ど
ん
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
で
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
案

件
）
が
計
画
、
実
施
さ
れ
、
貧
困
の
削

減
や
環
境
の
保
全
等
、
相
手
国
の
課
題

の
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
を
見

て
み
た
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
P
D
C
A

の
サ
イ
ク
ル
（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
進

む
中
で
J
I
C
A
の
仕
事
を
追
う
。

　

J
I
C
A
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
異
な
る

役
割
を
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
に
所
属

し
て
い
る
。
東
京
に
あ
る
本
部
に
加
え

て
96
か
所
の
海
外
拠
点
と
15
か
所
の
国

内
拠
点
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
位
置
す
る
国
・

地
域
で
の
関
係
者
の
窓
口
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
は
、

協
力
の
対
象
で
あ
る
相
手
国
側
の
関
係

者
や
J
I
C
A
の
み
な
ら
ず
、
日
本

側
で
も
専
門
家
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

有償資金協力
新規承諾

38件
無償資金協力
新規

151件
外交政策の遂行上の必要から

外務省が自ら実施するものを除く。

技術協力
実施中

518件
技術協力プロジェクトの件数。

プロジェクト実施のサイクル
　三つの協力メニュー（技術協力、有償
資金協力、無償資金協力）におけるプ
ロジェクトの多くは、P（プラン＝事前段
階）、D（ドゥ＝実施段階）、C（チェック＝
事後段階）、A（アクション＝フィードバッ
ク）の四つに分かれたPDCAサイクルに

沿って進められている。おもに海外拠点
や地域部、課題部が前面に立って相手
国とともにプロジェクトを進める一方で、
プロジェクトが円滑に進み、最大の効果
を発揮するようサポートする部署がある。

相手国側からの要請内容を精査し、JICAから
も提案し、プロジェクトの内容を決定する。案
件の採択は日本政府が行う。
▶p.06～11

技術協力では、専門家派遣や研修員の受け入れな
どを行い、相手国側とともにその能力強化を行う。有
償・無償の資金協力では、相手国側が行う調達や
資金支出の管理・支援を行うとともに、プロジェクト
が円滑に進捗し、効果が発揮されるよう支援する。
▶p.12～13、18～19

事業の終了後に 事後評価などによって
成果を確認するとともに、改善点や将来
への教訓などを抽出する。
▶p.14～15

すでに終了したプロジェクトで
の効果拡大のための改善を行
い、類似の事業の計画・実施
への反映などを検討する。
▶p.06～09

総務部

インフラ技術業務部

安全管理部

審査部

管理部

調達部

国内事業部

評価部

資金協力業務部

国際協力人材部

海外拠点

●東南アジア・大洋州部
●東・中央アジア部
●南アジア部

●中南米部
●アフリカ部
●中東・欧州部

地域部 国や地域を担当する
部の総称

●社会基盤・平和構築部
●人間開発部
●地球環境部

●農村開発部
●産業開発・公共政策部

課題部 特定の課題を分野ごとに
担当する部の総称

主管部署
そのプロジェクトが解決しようとする課題や分野を担当す
る課題部、プロジェクトが実施される国を担当する地域
部、あるいは海外拠点のいずれか一つが、主管部署とし
てプロジェクトを主導的に管理・推進する。主管部署は
プロジェクトが終了するまで中心的な役割を果たす。

プロジェクトは
こうして動く

JICAの仕事特集

新しいプロジェクトに向けてP（事前段階）では、おもに海
外拠点、地域部、課題部の三つの部署が関わる。

下記はプロジェクトが円滑に進み、最大の効果を発揮するようサ
ポートをする部署。人材や資機材の調達・契約手続き、必要事項
のチェックなど、それぞれ専門的な見地から一部の手続を分担した
り、主管部署に対して助言したりする。

JICAは上記の三つの協力メニュー以外に、次のような専門の担当部署を有する事業を行っている。民間連携事業（民間連携事業部）、ボランティア事業（青年海外協力隊事務局）、
移住者・日系人支援連携事業（中南米部、青年海外協力隊事務局）、市民参加協力事業（国内事業部）、国際緊急援助（国際緊急援助隊事務局）、研究（JICA研究所）。

縁の下の力持ち

途上国との
対話・接衝今回の主管部署は

地球環境部から！

評価
安全

人材予算
規則手法

協力メニューと実績（2018年度）
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始
ま
り
は

相
手
国
の〝
声
〞を

聞
く
こ
と
か
ら

　
J
I
C
A
は
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国

（
以
下
、
コ
ン
ゴ
民
）
に
対
す
る
協
力

の
重
点
分
野
の
一
つ
と
し
て
森
林
保
全

を
掲
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
の
国
が
、

世
界
第
2
位
の
森
林
面
積
を
誇
る
コ
ン

ゴ
盆
地
の
大
半
を
有
す
る
一
方
で
、
違

法
伐
採
を
含
む
商
業
伐
採
や
鉱
山
開
発

な
ど
に
よ
り
年
間
約
30
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
の
森
林
の
減
少
が
続
い
て
い
る
と

い
わ
れ
、
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る

ク
ト
が
実
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、

J
I
C
A
が
2
0
1
2
年
か
ら
5
年

に
わ
た
り
森
林
保
全
に
協
力
し
た
前
身

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
大
き
く
関
わ
っ
て

い
る
。

「
こ
こ
で
の
成
果
が
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
（
相
手
国
機
関
）
で
あ
る
コ
ン
ゴ
民

の
環
境
省
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
再
び

と
も
に
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

し
た
い
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
」
と
、
コ
ン
ゴ
民
事
務
所
に
い
た
栗

元
優
さ
ん
は
当
時
を
ふ
り
返
る
。

　
J
I
C
A
で
は
、
現
地
日
本
大
使

館
と
の
す
り
合
わ
せ
な
ど
を
経
て
、
現

地
事
務
所
と
J
I
C
A
本
部
の
ア
フ

リ
カ
部
、
地
球
環
境
部
に
よ
る
3
者
の

話
し
合
い
が
持
た
れ
た
。
ア
フ
リ
カ
部

は
ア
フ
リ
カ
の
国
や
地
域
が
抱
え
る
課

題
に
、
地
球
環
境
部
は
世
界
の
森
林
保

全
の
課
題
に
取
り
組
む
の
が
仕
事
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
見
地
か
ら
新
し
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
可
能
性
を
検
討
し
、
前
向

き
に
進
め
る
方
向
が
一
致
す
る
こ
と
を

確
認
し
な
が
ら
、
コ
ン
ゴ
民
政
府
は
正

式
プ
ロ
セ
ス
と
な
る
要
請
書
を
日
本
大

使
館
に
提
出
し
た
。

　
要
請
を
受
け
た
日
本
で
は
、
ま
ず

J
I
C
A
本
部
で
要
請
内
容
が
適
切

で
あ
る
か
、
O
D
A
事
業
と
し
て
実

施
す
べ
き
案
件
で
あ
る
か
が
正
式
に
検

討
さ
れ
る
。
ま
た
外
務
省
は
特
に
外
交

の
観
点
か
ら
の
意
見
を
、
案
件
に
関
係

す
る
他
省
庁
か
ら
も
ら
い
つ
つ
検
討
を

す
す
め
る
。
今
回
は
森
林
保
全
が
目
的

の
た
め
林
野
庁
が
関
係
省
庁
と
な
っ
た
。

JICAの仕事
プロジェクトはこうして動く

特集

現地事務所は他の支援国関
係者やNGO（市民団体）とも
交流を深め、情報交換を密に
行っている。

前身のプロジェクトの様
子。超音波測高器で樹
木の高さを計測していく。

＊開発途上国における森林減少や劣化を抑制し、温室効果ガスの排出量削減または吸収量増大を達成し
た実施者に対し、一定のインセンティブを与える気候変動対策のひとつ。

現在は地球環境部に所属し、本事業を引き続き担当している。

森林の生態調査研修での胸高直径の測定の様子
（写真は前身プロジェクト）。

コンゴ盆地の森林を守るための支援活動

相手国とJICAをつなぐ

　コンゴ民の森林保全と持続可能な森林経営を目的とした技術協力プロジェクト。国レベ
ルの「国家森林モニタリングシステム」の構築・運用をサポートし、同時に同国クウィル州
でREDD＋（レッドプラス）＊活動実施に取り組む。プロジェクトが終了したあとも、培われた
技術と知識によって継続して持続的森林管理に取り組めるようになることを目指している。

コンゴ民主共和国事務所
栗元 優（くりもと・まさる）さん

現地にいるから、
できることがあります

国家森林モニタリングシステム運用・REDD＋パイロットプロジェクト
2019年4月～2024年3月

案件名

D
em

oc

ratic Republic of the Congo

コンゴ民主共和国

国土面積は日本の約6倍でアフリカ大
陸第2位、人口は約8,000万人と同4位。
9か国と国境を接し、アフリカ大陸の中
心部に位置する。流域面積世界第2位
のコンゴ河が弧を描くように流れ、国土
の多くは熱帯雨林に覆われている。

国名  ：コンゴ民主共和国
通貨 ： コンゴ・フラン
人口 ：8,134万人

（2017年、世界銀行）
公用語 ：フランス語

首都：
キンシャサ

　コンゴ民事務所には日本人の所員が7名在
籍する。JICAの事務所のなかでは比較的小規
模だが、隣国のコンゴ共和国も併せて担当して
いる。

コンゴ民
事務所

「政府関係者や住民との対話、政治・経済の分析などを通じ
て現地でどのような支援が必要であるかを把握し、“プロジェク
トの種”を探すのが海外拠点のおもな仕事です」
　今回のコンゴ民のプロジェクトは以前行われた案件がきっ
かけになったため、そのとき築いていた人と人のつながりが生
かされた。コンゴ民の各省庁の関係者の窓口となり、その要
望を本部のアフリカ部や地球環境部と共有していった。また
現地事務所はプロジェクトの実施段階でも、コンゴ民の事情
に精通した部署として現地で働くJICA専門家やコンサルタ
ントのサポートを行い、主管部の地球環境部をフォローする。
「コンゴ民で行われる国際会議の場では、他国の協力機関
やキーパーソンとの関係づくりや情報交換も行うほか、JICA

が取り組んでいる活動の必要性や役割を伝えていくことも大
切な役目です」

か
ら
だ
。

　
J
I
C
A
が
手
が
け

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
途

上
国
か
ら
の
「
自
国
の
課

題
の
解
決
に
一
緒
に
協
力

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要

請
か
ら
始
ま
る
。
と
は
い

え
J
I
C
A
で
は
、
要

請
を
待
つ
だ
け
で
は
な
く
、

日
ご
ろ
か
ら
途
上
国
の
政

府
関
係
者
や
住
民
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
な
ど
し
て
、
そ
の
国
が

抱
え
る
課
題
や
ニ
ー
ズ
の

発
掘
も
行
っ
て
い
る
。
お

も
に
J
I
C
A
の
海
外

拠
点
が
そ
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
。

　
今
回
紹
介
す
る
コ
ン
ゴ

民
に
お
け
る
森
林
保
全
分

野
の
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ

今回取り上げるプロジェクト

本プロジェクト形成の流れ

前身のプロジェクト

本 プ ロ ジ ェ ク ト

実施

案件を形成 詳細を詰める 実施

コンゴ民要請
日本政府採択

事業計画の
合意

（時間）

クウィル州

JICAが協力するプロジェクトはどのようなプロセスを経てつくられるのだろうか。
今年の4月から始まったコンゴ民主共和国の技術協力プロジェクトを例に追ってみよう。

築いた信頼が
未来へつながる

文⃝坪根育美

プロジェクトが生まれるまで

広
大
な
森
林
を

一
致
団
結
し
て
管
理
す
る

コンゴ民をはじめ7か国にまたがるコンゴ盆地は、
熱帯性気候で多様な生態系を持つ。森林の中を
コンゴ河が流れる。



地球環境部 森林・自然環境グループ 自然環境第二チーム
見宮美早（けんみや・みさ）さん

安全管理部 安全対策第二課
岡田悦子（おかだ・えつこ）さん

コンゴ民主共和国 環境・持続開発省
フランソワ・カイェンベさん

アフリカを知り尽くし、協力を推進

課題解決を中心となって
動かす先導者

プロジェクトに関わる
人々の安全を徹底的に考える

 “プロジェクトの種”を探す段階で、相
手国政府からJICAのコンゴ民事務
所に協力の打診があると、本部側の
窓口としてまず頼りにされるのがアフリ
カ部だ。同部は国や地域の課題を分
析し、各国への協力の方針を検討する
「地域部」の一つで、JICAがアフリカ
各国で進めている協力を熟知してい
る。
「その国と日本の関係やプロジェクト
がどう友好関係に貢献するのか、依
頼のあった開発課題がJICAの協力
方針のなかでどのような位置づけにあ
るか、実施するための十分な予算があ

るかなどを見ていきます」
　プロジェクトをつくる段階では、途上
国の開発の課題を分野ごとに担当す
る「課題部」の地球環境部から「もっ
とも優先すべき課題は何か」「協力に
適した人材を派遣できるか」などの相
談を受けて解決策を出し合った。
「サブサハラ＊・アフリカ各国のことは
アフリカ部が一番よくわかっています。
その強みをプロジェクト案に反映して
いくことが私たちの重要な役割です」

　地球環境部は持続的な森林管理
と、それに通じた気候変動対策をミッ
ションの一つに掲げている。前身のプ
ロジェクトに引き続き、主管部として案
件形成・実施の指揮を執った。
「調査では現場となる森林のほかに
地元のマーケットや集落も訪れます。
案件の内容を決めていく際は、ただ森
林を守るだけではなく、この活動が現
地に根づくように地域の住民に寄り

添いながら理解を求める視点が大切
だからです」
　また、JICAと相手国政府が最終的
な合意を交わす際に使用する正式な
合意書の作成も主管部の仕事だ。さ
らに本プロジェクトと共同で実施され
ている外部資金を活用した受託業務
（10 ～11ページ）では提案書の作成
も行った。

　途上国の中には治安が不安定な
国もあり、同じ国でも地域によって情
勢が変わることもある。コンゴ民にお
けるプロジェクトの実施場所はどこで、
どのような形態の活動が想定されるの
かをもとに、適切な安全対策の検討
や情報収集にあたるのが安全管理部
だ。
「現地事務所の安全担当スタッフを
はじめ、大使館、国連機関、他国の
在外公館や援助機関、国際セキュリ

ティコンサルタントとあらゆるソースを
駆使しています。情報は鵜呑みにせ
ず、私たちと現地事務所で治安の状
況を見極め、適切な安全対策を立て
ていきます」
　世界各国の安全対策措置を作成
するとともに、不測の事態に備えて、
組織を挙げて対応ができる体制を整
えている。

　前身のプロジェクトの成果共有セミナーで
発表するカイェンベさん。「日本の協力は私た
ち環境省の人材育成に大きく貢献しました。
しかし、コンゴ盆地全体をカバーするにはまだ
まだ努力が必要で、パートナーとしての日本に
引き続き大きな期待を寄せています」と語った。

アフリカ部 アフリカ第四課
島田亜弥（しまだ・あや）さん

担当する国に住む
人々のことを

つねに考えています

治安情勢には
政治や経済など
さまざまな要因が
関係しています

　アフリカの国々が抱えるさまざまな課題（貧
困削減、平和構築、気候変動対策など）を網羅
し、分野を横断する協力方針を国や地域ごと
に作成している。

アフリカ部

　地球環境部は課題別の取り組みを担当する課題
部の一つ。森林・自然環境、環境管理（大気汚染、水
質汚濁、廃棄物管理）、水資源開発、防災、気候変
動対策といった分野を担当している。

地球環境部

＊サハラ砂漠より南の地域。 現在は内閣官房出向。

海外への支援活動は国同士のやり
取りにもなる。アフリカ部は外務省と
もコンタクトを取って情報の共有をし
ていく。

外務省

醍醐味は
事業のストーリーを
組み立てること

首都キンシャサからコンゴ盆地へ調査に向か
う。未舗装道路を片道8～9時間。

森林の荒廃が懸念されるコンゴ盆地で木々の間に分け入りながら各地の状況を見る。

現
場
に
寄
り
添
い

協
力
の
手
法
を
練
る

08October 201909 October 2019

「
私
た
ち
の
仕
事
は
、
コ
ン
ゴ
民
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
何
を
行
い
、そ
れ
に
よ
っ

て
ど
ん
な
成
果
が
出
せ
る
の
か
、
そ
の

ス
ト
ー
リ
ー
を
綿
密
に
描
く
こ
と
で
す
。

森
林
保
全
を
周
辺
住
民
の
生
活
向
上
に

も
つ
な
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
る
こ
と
も
重

要
な
課
題
と
と
ら
え
て
い
ま
し
た
」

　
調
査
団
の
帰
国
後
は
、
地
球
環
境
部

が
現
地
で
得
た
結
果
を
ま
と
め
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
、
期
間
、
予
算
を
設

定
す
る
と
と
も
に
事
前
評
価
も
行
い
、

案
件
の
形
成
を
最
終
段
階
へ
と
仕
上
げ

て
い
く
。
そ
し
て
コ
ン
ゴ
民
政
府
と

J
I
C
A
に
よ
る
合
意
文
書
に
現
地

事
務
所
の
所
長
が
署
名
し
、
実
施
段
階

へ
進
む
こ
と
に
な
る
。
前
身
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
と

に
、
多
く
の
人
の
知
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
約
2
年
か
け
て
誕
生
し
た
現
在
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
大
き
な
弾
み
を
つ

け
て
飛
び
立
っ
た
。

こ
の
案
件
を
実
施
す
る
こ
と
が
最
終
的

に
日
本
政
府
と
し
て
決
定
さ
れ
る
と
、

コ
ン
ゴ
民
政
府
と
の
間
で
外
交
文
書
で

確
認
さ
れ
る
。

事
業
内
容
を
具
体
化
し
て

合
意
す
る

　
次
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
な
計
画

を
策
定
す
る
た
め
の
調
査
が
行
わ
れ
る
。

こ
れ
は
具
体
的
な
活
動
内
容
を
決
定
し

て
い
く
た
め
の
も
の
だ
。
地
球
環
境
部

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
統
括
す
る
主
管
部

と
な
っ
て
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
一
緒

に
コ
ン
ゴ
民
に
赴
き
、
現
地
事
務
所
と

と
も
に
約
2
週
間
の
調
査
を
行
っ
た
。

「
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
る
コ
ン
ゴ
民
政

JICAの仕事
プロジェクトはこうして動く

特集

府
の
環
境
・
持
続
開
発
省
、
持
続
開
発

局
、
園
芸
・
植
林
局
、
ク
ウ
ィ
ル
州
政

府
の
関
係
者
や
森
林
保
全
の
現
場
関
係

者
ら
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
い
ま
し
た
。

そ
の
数
は
20
以
上
の
機
関
・
部
局
に
上

り
ま
す
」
と
栗
元
さ
ん
。
現
地
の
人
た

ち
と
顔
を
合
わ
せ
て
課
題
を
共
有
し
、

状
況
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
た
。
こ
う

し
た
作
業
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
必
要

な
機
材
の
調
達
な
ど
を
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
地
球
環
境
部
の
見
宮
美
早
さ
ん
は
次

の
よ
う
に
話
す
。



新たな取り組みを推進し、実現する

新たな事業の予算・資金管理は、
柔軟な頭と鉄壁の態勢で

一つひとつのプロジェクトに合った
コンサルタント契約を

法律面からトラブルを未然に防ぐ

　JICAでは、他の組織から業務を受託した事例は限られており、かつ資金
規模も400万ドル（4億円強）とこれまでの事例よりも大きかったこともあって、
新たな検討が必要となった。
「今回のCAFIからの受託に関する手続きは地球環境部が検討しましたが、
もっと広い受託業務全体の制度は企画部が整理しています」
　JICA全体の事業方針の作成や各種マニュアル作成等を担当し、プロ
ジェクトの適切・円滑な実施を支援するのが、企画部の役割だ。JICA全体
を見る部署だからこそ持つ、さまざまな事例や制度が作られた背景・理由な
どの知見を活用して解決にあたった。

　CAFI資金受け入れのためドル建て外貨預金口座を開設し、CAFI側の
ルールと照らし合わせながら資金の受け入れや執行の会計処理について地
球環境部と細かく話し合い、CAFI受託業務の資金管理方法を確立した。
「事業の表舞台に立つことはありませんが、“組織を巡る血液”たるお金を
きっちり管理して回すことが私たちの重要な務めです」
　財務部は、事業運営に必要な資金を獲得するための業務、予算を適切
に管理し執行する道筋をつくる業務、支払い業務などを担当。「支払いの数
は年間で数万件に上りますが、三重四重にさまざまな角度からのチェックを
行い、正確を期すことが重要です」。

　通常の技術協力プロジェクトでは、JICAが業務を発注するコンサルタントとの
間で定型の契約書を用意しているが、今回はJICA自身がCAFIから事業実施を
受託し、その下でコンサルタントに業務を発注するため、契約書をどのような形に
して、どんな内容を盛り込むかを関係部署と決めていった。「調達部がつなぎ役と
なり、地球環境部、財務部と調達部の3者で論点を洗い出しました。たとえば、
事業に従事する方々への支払いは円なのかドルなのか、外部資金の精算報告
のあり方や、JICAの決算への影響などです」。
　それに加えて、契約を締結したあとも関係者に支払いが終わるまで管理してい
くのも大事な仕事だ。「コンサルタントが提供する業務の内容については地球環
境部が責任を持ち、調達部は契約上の双方の義務履行の観点から管理を行い
ます。CAFIの場合は、通常と異なり3年間で毎年新規契約を結ぶ形態なので、
主管部の地球環境部と連携してトラブルの防止に努めています」。

「受託業務はあまり前例のない案件ということもあり、早い段階で地球環境
部から相談がありました。案件が『独立行政法人国際協力機構法（機構法）』
に合致しているかどうかの判断を行い、CAFI側から届いた契約書案の内容の
確認に力を入れました」
　JICAの仕事は機構法の中で定められており、法務課は機構法やJICA内
で決められたルールに照らし合わせて仕事が進められていることを確認する。
　そのほかにも法務課は、著作権など知的財産権をはじめとする多くの法律に
関する他部署からの相談に応じている。必要に応じて、顧問弁護士と連携し
て解決にあたる。「プロジェクトが走り出したあとは、トラブルが起こらないかぎり
私たちの出番はありません。“便りがないのは元気な証拠”です」。

企画部 業務企画第一課
島田和輝（しまだ・かずき）さん

時代の流れも
くみ取って制度を
整備します

予算は
プロジェクトを動かす

“血液”です

現在はJICAスリランカ事務所に所属。

財務部 財務第二課
村山博司（むらやま・ひろし）さん
財務部 会計課
麻生 留美子（あそう・るみこ）さん

調達部 契約第一課
安田智幸（やすだ・ともゆき）さん
槇田容子（まきた・ようこ）さん

総務部 法務課
大久保 昌光（おおくぼ・あきみつ）さん
増井 恵（ますい・めぐみ）さん

契約は
最初が肝心です

もしもの

法的トラブルは
スピード解決を
めざします コンゴ民の2つのプロ

ジェクトのコンサルタン
トは「日本森林技術協
会」（JAFTA）が務める。
調達部が公示を行い、
選定委員会が提出さ
れた技術提案書の内
容を評価する。
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組
み
や
契
約
、
支
払
い
等
の
実
務
面
は
、

実
は
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
白
紙
の
状
態

だ
っ
た
。
C
A
F
I
か
ら
の
受
託
決

定
後
、
受
託
に
向
け
た
新
た
な
仕
組
み

作
り
が
、
関
係
部
署
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

的
な
知
見
を
生
か
し
な
が
ら
、
行
わ
れ

た
。
た
と
え
ば
、
総
務
部
が
受
託
者
と

し
て
の
J
I
C
A
の
仕
事
に
法
律
的

な
問
題
が
な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
契
約
に
つ
い
て
は
調
達

部
が
主
体
的
に
動
き
な
が
ら
、
企
画
部

や
財
務
部
と
と
も
に
骨
組
み
と
な
る
仕

組
み
を
作
っ
た
。

「
異
な
る
専
門
性
を
有
す
る
部
署
の
多

く
の
職
員
が
関
与
し
ま
し
た
が
、
地
球

環
境
を
守
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の

生
活
の
向
上
に
貢
献
す
る
と
い
う
一
つ

の
目
的
を
共
有
し
て
い
た
の
で
、
こ
の

新
し
い
試
み
を
『
前
向
き
に
進
め
よ
う
』

と
み
ん
な
が
考
え
て
い
た
と
思
い
ま
す
」

と
調
達
部
の
安
田
智
幸
さ
ん
は
話
す
。

　
C
A
F
I
か
ら
の
受
託
業
務
を
実

現
し
、
コ
ン
ゴ
民
の
森
林
保
全
と
地
域

住
民
の
生
計
向
上
を
実
現
す
る
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
必
要
で
あ
り
、
地

球
環
境
部
等
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
調
達
部
等
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
必
要
な
実
務
を

担
っ
て
い
る
。
新
た
な
業
務
を
実
施
す

る
に
は
通
常
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
以
上
に

多
種
の
検
討
が
必
要
と
な
る
が
、
多
様
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
協
力
し
て
開
発
効
果
を

最
大
化
し
て
い
く
た
め
に
、
J
I
C
A

は
今
後
も
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
前
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
コ
ン
ゴ
民
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
相
互
に
関
連
し
つ
つ
、

J
I
C
A
が
実
施
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
も
う
一
つ
あ
る
。
こ
れ
は
、
J
I
C
A

が
中
部
ア
フ
リ
カ
森
林
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
（
C
A
F
I
）
か
ら
委
託
を
受
け
て
、

約
4
億
円
の
受
託
資
金
を
も
と
に
ク

ウ
ィ
ル
州
で
5
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
植
林
を
行
い
、
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト

リ
ー
を
普
及
さ
せ
る
も
の
。
前
ペ
ー
ジ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
行
う
同
じ
ク
ウ
ィ

ル
州
で
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
や
人
材

育
成
等
と
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
両
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
大

き
な
開
発
効
果
が
円
滑
に
発
揮
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
C
A
F
I
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
受

託
す
る
に
先
立
ち
、
J
I
C
A
は
、

技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
相
乗
効

果
を
訴
え
る
提
案
書
を
提
出
し
た
。
提

案
書
は
地
球
環
境
部
が
中
心
と
な
っ
て

作
成
し
た
が
、
受
託
業
務
の
前
例
は
限

ら
れ
て
お
り
、
実
施
段
階
で
の
法
的
枠

JICAの仕事
プロジェクトはこうして動く

特集

大きな成果を求めて
新しいチャレンジを

＊ノルウェーを議長国にEU、フランス、ドイツ、オランダ、イ
ギリス、韓国、国連開発計画（UNDP）などが出資する国
際的資金枠組み。事務局はUNDPが務める。薪炭材（しんたんざい）を運ぶトラック。コンゴ民では木材が主要なエネルギー源の一つとなっていて、受託業務では森林

減少抑制などを行う。

湿地帯での木々の調査の様子。

森林を保全し
地域住民の生計を向上

「国家森林モニタリングシステム運用・REDD+
パイロットプロジェクト」と一体的に実施されてい
るJICAの受託業務。国際的な資金の枠組み
であるCAFI*から受けた資金で行われる。クウィ
ル州で5,000ヘクタールの植林を行い、森を造
りながら農業をしていくアグロフォレストリーの規
模を広げることで、22万トンのCO２の炭素の蓄
積、40万トンの排出削減、地域住民の生計
10％向上を目指している。

中部アフリカ森林イニシアティブ
（CAFI）クウィル州REDD＋
統合プログラム
2019年4月～2024年3月

案件名

技術協力の成果を拡大して森林保全を進めるためには、新たな資金源が必要。
国際的資金枠組みから、業務を受託して、その資金でプロジェクトを行う

─JICAは、新たな取り組みを行う仕組みを構築した。

国際的資金枠組みから
委託を受けて実施



れ
ば
、
行
政
施
策
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

決
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
立
で
信
頼
性

の
高
い
統
計
デ
ー
タ
は
、
国
の
正
し
い

姿
を
知
り
、
政
策
に
活
用
す
る
う
え
で

重
要
だ
。

　
専
門
家
二
人
は
、
開
始
当
初
か
ら
関

係
者
と
綿
密
に
連
携
で
き
た
こ
と
が
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
行
を
ス
ム
ー
ズ
に

し
た
と
語
る
。「
C
A
P
M
A
S
内
の

各
部
署
の
担
当
者
に
入
念
な
ニ
ー
ズ
調

査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
、

C
A
P
M
A
S
の
担
当
幹
部
を
日
本

に
招
き
ま
し
た
。
総
務
省
統
計
局
と

C
A
P
M
A
S
が
直
面
し
て
い
る
統

計
の
課
題
に
つ
い
て
協
議
で
き
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
大
き
な
指
針
を
得
ら

れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」。こ
れ
に
よ
っ

て
必
要
な
支
援
内
容
が
整
理
さ
れ
、
専

門
家
と
し
て
で
き
る
現
場
で
の
支
援
、

日
本
で
の
研
修
、
短
期
専
門
家
に
よ
る

現
地
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
具
体
的
な
事
業
内

容
が
決
ま
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ス

タ
ー
ト
し
た
。

多
く
の
機
関
や
人
が
尽
力

　
実
施
中
は
突
発
的
な
問
題
も
起
き
る
。

2
0
1
7
年
の
国
勢
調
査
で
、
調
査

に
必
要
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
J
I
C
A

エ
ジ
プ
ト
事
務
所
が
提
供
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
が
、
同
一
機
種
が
大
量
に

必
要
と
な
る
た
め
エ
ジ
プ
ト
国
内
で
は

購
入
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
急
ぎ

日
本
の
工
場
に
発
注
し
て
間
に
合
わ
せ

た
。「
調
査
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
遅
れ

て
は
な
ら
な
い
。
な
ん
と
し
て
も
間
に

事
前
の
実
施
準
備

　
案
件
を
担
当
す
る
主
管
部
署
は
、

J
I
C
A
本
部
の
産
業
開
発
・
公
共

政
策
部
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
。
行

政
、
財
政
、
金
融
、
警
察
、
法
・
司
法

な
ど
公
共
政
策
分
野
で
の
事
業
を
行
っ

て
い
る
部
署
だ
。

　
事
業
開
始
に
先
立
ち
、
同
部
が
中
心

と
な
り
日
本
の
総
務
省
統
計
局
と
と
も

に
エ
ジ
プ
ト
へ
出
張
。
協
力
目
標
の
設

定
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
枠
組
み
や
活
動

内
容
な
ど
を
実
施
機
関
の
中
央
動
員
統

計
局
（
C
A
P
M
A
S
）
と
議
論
し
、

合
意
し
た
。

　
次
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る

専
門
家
の
人
選
・
派
遣
だ
。
担
当
す
る

国
際
協
力
人
材
部
が
、
統
計
分
野
に
詳

し
く
、
日
本
で
の
実
務
経
験
を
基
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
総
括
す
る
専
門
家
の
人

選
を
総
務
省
統
計
局
に
依
頼
。
ま
た
、

総
括
の
専
門
家
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
現
地

で
の
活
動
に
必
要
な
費
用
の
管
理
や
書

類
の
作
成
、
現
地
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
の

開
催
に
必
要
な
関
係
者
と
の
調
整
な
ど
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
円
滑
に
進
め
る
業
務

調
整
の
専
門
家
を
J
I
C
A
の
人
材

サ
イ
ト＊

で
公
募
、
選
定
。
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
に
求
め
ら
れ
る
経
験
・
知
識
が
豊
富

な
専
門
家
二
人
の
派
遣
が
決
ま
っ
た
。

　
こ
の
案
件
で
の
エ
ジ
プ
ト
の
ニ
ー
ズ

は
、C
A
P
M
A
S
が
実
施
す
る
各
種

統
計
調
査
の
品
質
の
向
上
。
た
と
え
ば

人
口
、
失
業
、
物
価
、
企
業
・
事
業
所
、

家
計
状
況
な
ど
の
統
計
デ
ー
タ
が
わ
か

合
わ
せ
る
ん
だ
と
迅
速
に
対
応
し
、
エ

ジ
プ
ト
側
と
の
信
頼
関
係
も
高
ま
り
、

ほ
っ
と
し
ま
し
た
」
と
エ
ジ
プ
ト
事
務

所
の
山
﨑
一
さ
ん
は
ふ
り
返
る
。

　
日
本
で
の
研
修
も
4
回
行
わ
れ
た
。

研
修
員
の
宿
泊
・
移
動
手
配
や
講
義
資

料
の
翻
訳
発
注
な
ど
研
修
実
施
に
不
可

欠
な
業
務
は
J
I
C
A
東
京
が
担
当

し
た
。「
研
修
員
と
の
距
離
を
縮
め
ら

れ
る
よ
う
に
研
修
に
同
行
し
、
現
地
の

言
葉
で
の
挨
拶
な
ど
を
通
じ
、
お
た
が

い
の
顔
が
見
え
る
積
極
的
な
交
流
を
心

が
け
ま
し
た
」
と
J
I
C
A
東
京
の

清
水
和
貴
子
さ
ん
。
そ
う
し
た
対
応
が
、

慣
れ
な
い
日
本
で
の
研
修
に
参
加
す
る

研
修
員
た
ち
の
励
み
に
も
な
り
、
ひ
い

て
は
研
修
の
成
果
に
つ
な
が
る
。

　
C
A
P
M
A
S
の
国
際
部
長
ホ
ダ
・

モ
ス
タ
フ
ァ
さ
ん
は
「
約
50
人
の
職
員

を
日
本
で
の
研
修
に
派
遣
で
き
、
若
い

統
計
官
の
能
力
が
上
が
り
ま
し
た
」
と

成
果
を
実
感
し
て
い
る
。
総
裁
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
ア
フ
マ
ド
・
カ
マ
ー
ル
さ
ん

も
「
松
尾
さ
ん
と
加
藤
さ
ん
が
ず
っ
と

エ
ジ
プ
ト
に
滞
在
し
、
常
時
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
ま
し
た
。
日
本
の

統
計
局
や
他
の
統
計
機
関
と
も
随
時
相

談
さ
れ
て
い
て
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
け
ま
し
た
」
と
き
め
細
か
な

対
応
に
満
足
し
て
い
る
。

　
相
手
国
が
望
む
支
援
を
的
確
に
行
う

た
め
に
知
識
や
経
験
を
持
っ
た
人
材
を

現
地
に
派
遣
し
、
彼
ら
を
中
心
に

J
I
C
A
の
み
な
ら
ず
多
く
の
機
関
や

人
び
と
が
力
を
合
わ
せ
て
い
る
。

力を合わせ、
成果を上げる

Ara
b Republic of Egypt

エジプト

エジプトでの近代的な手法による統計
調査は、1882年から現在まで13回を数
える国勢調査など、さまざまなものが行わ
れてきたが、データの信頼性や処理手続
きの改善、調査員の能力向上が課題と
なっている。

国名  ：エジプト・アラブ共和国
通貨 ： エジプト・ポンド、ピアストル
人口 ：9,923万人（2019年エジプト

中央動員統計局）
公用語 ：アラビア語

首都：
カイロ

アスワンでの統計調査の様子。タブレットを使った調査を見守る松尾さん（左）。

上 ： 日本から短期専門家を招いたセミ
ナー。下 ： 経済統計調査の様子。

エジプトサイド

日本サイド

プロジェクトの実施に関わる人びと
～「中央動員統計局における統計情報の質向上プロジェクト」の場合～

プロジェクトは、こうして進む！

プロジェクトの開始から終了までは何年にもわたり、多くの人が関わる。
日本と相手国の双方でどのようにプロジェクトが進められているのか、

エジプトでの案件を例に紹介しよう。
中央動員統計局における統計情報の質向上プロジェクト
2016年3月〜2019年10月

案件名

JICA本部やエジプト事務所、CAPMASと本音で
相談しあえる環境でした。JICA本部と総務省統
計局との間でも密接な関係をつくっていたた
め、JICA－CAPMAS－総務省統計局の間に顔
の見える連携が十分に機能していて、ともてス
ムーズに実施できました。

日本全国で研修事業を展開する国内拠点15か所のひとつで
す。研修員受け入れは、専門分野の講義や視察を行う組織
や、研修員に随行する研修監理員の方々などのご助力で成り
立っています。さらに、地方自治体や市民団体、大学、民間企
業など、その地方におけるJICAの総合窓口と活動拠点の機能
も担っています。「JICAの国際協力事業は海外だけでなく国内
でも行われている」ことを知っていただけるとうれしいです。

プロジェクトを通して、CAPMASの
若手職員は業務の課題や将来展
望を考えられるようになりました。
CAPMASの従来の手法を生かしな
がら、日本の経験を参考に、これか
ら必要となる電子商取引の把握、
ビッグデータの利用など、新たな調
査や統計データ収集の手法につ
いて学べました。専門家の方々も
積極的にエジプト各地を訪問し、
実情把握に務めていただいたこと
も成果につながったと思います。

CAPMASと日本の統計局の間
にさまざまな活動や交流ができ
たことも大きな成果。そのつな
がりをこれからも生かしていき
たいと思います。

総括の専門家
松尾和彦（まつお・かずひこ）さん

清水和貴子（しみず・わきこ）さん（右）、
橋本文成（はしもと・ふみなり）さん

プロジェクト開始後の私たち主管部の仕事は、司令塔的な役
割を担い、相手国側、専門家、日本側関係者と協議、調整し
て事業を進めるとともに、全体の進捗や予算を管理します。日
本側関係者としては、総務省統計局に加えて、総務省の統計
データ利活用センター、滋賀大学、和歌山県などに、研修員に
対する講義や視察の受け入れなどに協力してもらいました。他
国への協力は大変でもあるものの、自らの気付きになったりす
ることもあると、みなさん熱心に協力していただいてます。

中谷美文（なかたに・みふみ）さん

在外事務所は物理的にも心理的にも実施機関に近いので、状況を
正しく理解し、それを分かりやすく日本側に伝える役割があります。事
務所スタッフのアダムはエジプトの事情を熟知し、日本人の考え方に
も慣れているので、情報収集の上で重要なパートナーです。

山﨑 一（やまざき・はじめ）さん（左）、モハメッド・アダムさん JICA東京の手厚い支援で4回の研修が実施で
きました。研修員たちは帰国後、CAPMAS内で
の集会で総裁を前に報告。研修で得られた知
識や経験をほかの職員も共有できていて、あら
ためて研修の大切さや意義を実感しました。

業務調整の専門家
加藤大二郎（かとう・だいじろう）さん

プロジェクト・マネージャー
（総裁アドバイザー）
アフマド・カマールさん

サブ・プロジェクト・ディレクター
（国際部長）
ホダ・モスタファさん

データは

入力しやすいかな？

エジプト
事務所

産業開発・
公共政策部

JICA
東京

専門家

CAPMAS

JICAの仕事
プロジェクトはこうして動く

特集

＊  JICAの国際キャリア総合情報サイト「PARTNER」　http://partner.jica.go.jp/ 12October 201913 October 2019



15 October 2019

の
経
験
で
、
ウ
ガ
ン
ダ
側
実
施
機
関
の

事
業
実
施
当
時
の
担
当
者
が
退
職
し
て

い
る
な
ど
懸
念
事
項
も
多
く
、
的
確
な

評
価
が
で
き
る
の
か
と
最
初
は
心
配

だ
っ
た
と
ジ
ュ
デ
ィ
ス
さ
ん
は
言
う
。

し
か
し
「
ウ
ガ
ン
ダ
事
務
所
と
実
施
機

関
の
間
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
終
了
時

か
ら
月
例
会
議
を
開
催
し
、
終
了
時
の

課
題
に
ど
う
対
応
し
て
い
る
か
な
ど
を

細
く
長
く
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
の
で
、

効
率
的
で
円
滑
に
内
部
事
後
評
価
が
で

き
ま
し
た
」。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
大
き

く
遅
れ
る
こ
と
な
く
評
価
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
、
評
価
を
担
当
し
て
い
る
ほ

か
の
ス
タ
ッ
フ
と
も
教
訓
を
共
有
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
導
入
し
た
教
員
養

成
シ
ス
テ
ム
が
地
方
に
も
広
が
り
つ
つ

あ
り
、
来
年
は
改
定
さ
れ
た
教
員
養
成

評
価
と
い
う
仕
事

　
J
I
C
A
の
事
業
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
目
指
し
た
効
果
が
上
が
っ
て
い

る
か
な
ど
を
終
了
後
に
検
証
す
る
「
事

後
評
価
」
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
事
後

評
価
を
お
も
に
担
う
の
が
評
価
部
だ
。

「
当
た
り
前
で
す
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
実
施
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
本
当

に
効
果
が
発
現
し
て
い
る
の
か
を
確
認

し
て
、
他
の
事
業
の
改
善
に
活
か
す
と

と
も
に
、
評
価
結
果
を
国
民
の
皆
さ
ん

に
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
」
と
、
評
価
部
の
田
中

優
子
さ
ん
は
言
う
。
評
価
は
国
際
的
な

開
発
援
助
の
評
価
指
針
に
基
づ
い
て
い

て
、
日
本
語
と
英
語
に
よ
る
評
価
結
果

は
、
J
I
C
A
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト＊

1

で

公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
事
後
評
価
は
協
力
金
額
が
2
億
円
以

上
の
す
べ
て
の
事
業
で
実
施
さ
れ
、
10
億

円
以
上
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
客
観
性

を
高
め
る
た
め
外
部
の
第
三
者
が
評
価

を
行
っ
て
い
る
。
10
億
円
未
満
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
内
部
の
学
び
を
重
視
し

て
内
部
事
後
評
価
と
し
て
在
外
事
務
所

が
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
内
部
事

後
評
価
に
携
わ
っ
た
J
I
C
A
ス
タ
ッ

フ
の
話
を
紹
介
し
よ
う
。

継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー
が
大
事

　
昨
年
、
ウ
ガ
ン
ダ
事
務
所
の
ジ
ュ
デ
ィ

ス
・
ズ
ン
グ
・
ム
タ
バ
ジ
さ
ん
が
行
っ

た
の
は
、「
中
等
理
数
科
強
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
内
部
事
後
評
価
だ
。
初
め
て

音
波
診
断
装
置
が
う
ま
く
活
用
さ
れ
て

い
な
い
と
き
に
は
助
産
師
と
し
て
派
遣

さ
れ
た
J
I
C
A
海
外
協
力
隊
員
が

同
僚
に
使
い
方
を
教
え
た
と
い
う
よ
う

に
、
技
術
協
力
事
業
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
と
の
連
携
が
機
能
し
て
い
る
こ
と

も
評
価
の
過
程
で
確
認
で
き
た
。

　
現
地
の
保
健
施
設
に
と
っ
て
も
評
価

は
励
み
と
な
っ
た
。
グ
ア
テ
マ
ラ
保
健

省
の
担
当
者
も
「
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス

の
重
要
性
が
医
療
従
事
者
や
住
民
に
理

解
さ
れ
、
行
動
に
変
化
が
生
ま
れ
た
こ

と
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
人
材
育
成
を
重
視
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
対
象
地
域
で
の
取
り
組
み
を
全
国
の

保
健
施
設
に
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
語

る
。
評
価
が
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
意

欲
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
試
験
運
用
さ
れ
る
予

定
だ
と
い
う
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後

も
自
国
で
事
業
の
成
果
を
発
展
さ
せ
て

い
る
こ
と
が
こ
の
評
価
で
見
え
て
き
た
。

成
果
の
持
続
を
実
感

　
中
米
の
国
、
グ
ア
テ
マ
ラ
の
J
I
C
A

事
務
所
で
内
部
事
後
評
価
を
行
っ
た
の

は
、
ロ
ウ
ル
デ
ス
・
ア
フ
シ
ッ
プ
さ
ん
と

シ
ン
デ
ィ
・
モ
ラ
レ
ス
さ
ん
。
ふ
だ
ん
の

業
務
を
こ
な
し
な
が
ら
保
健
案
件
2
件

の
評
価
を
行
っ
た
。「
乳
児
の
受
診
者

数
が
増
え
、
乳
児
の
呼
吸
器
感
染
症
と

下
痢
症
の
治
療
に
対
す
る
母
親
の
理
解

度
が
上
が
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
」
と
、
ふ
た
り
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

成
果
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

　
ま
た
技
術
協
力
事
業
で
供
与
し
た
超

JICAの事業は途上国でどんな成果を上げていて、
その効果は持続しているのか。

あるいはどんな課題があったのか—
それを検証するのがプロジェクトの事後評価だ。

成果と教訓を
求めて

今回紹介した二つの事務所は、
内部評価活用の好事例として、
JICA内で表彰されました。評価か
ら得られた教訓の浸透や、フィー
ドバックによる相手国側の意欲
向上などの取り組みがその理由
です。評価を活用し、プロジェクト
による成果を高めていきたいと思
います。

評価部
植田 茜（うえだ・あかね）さん

プロジェクトを評価
JICAの仕事
プロジェクトはこうして動く

特集

調査結果について相手国側とディスカッションを行う。

今回の評価を通じて、組織の能力強化や長
期的視点の重要性、そして支援機関としての
JICAの責任をあらためて認識しました。

評価を知識として蓄積し、事務所内で共
有するため内部評価勉強会を開きまし
た。評価プロセスの一連の流れや留意
点・教訓を参加者に伝えたので、次年度
に内部評価を行う職員もイメージがつか
めました。

＊2 オン・ザ・ジョブトレーニング。職場で実務をしながら行う職業教育のこと。　＊3 ODA見える化サイト　https://www.jica.go.jp/oda/ ＊1 事業評価ウェブサイト　https://www.jica.go.jp/activities/evaluation/

国内各地を回り、1週間にわたって現地調査を行った。

高速道路での現地調査。

グアテマラ事務所
「ケツァルテナンゴ県、トトニカパン県、ソロラ県
母とこどもの健康プロジェクト」と
「ケツァルテナンゴ県こどもの健康プロジェクト」の
内部事後評価を実施

ウガンダ事務所
「中等理数科強化プロジェクト」の内部事後評価を実施

プロジェクトの
全貌が見える

評価という仕事

—in Viet Nam— 
ベトナム 

OJTで評価と向き合う

　評価部に配属され、海外OJT＊2先のベトナムで、無償資金
協力で高速道路への管制システムを整備した案件の内部事
後評価を担当しました。すでに評価方針や質問票はベトナム
事務所が作成していたので、準備万端と意気込んで調査に臨
みましたが、高速道路の拡張工事などの影響で一部の機材が
破損し、使われていないことが判明 ！　評価調査で明らかに
なった課題ですが、実施機関や所管省庁と協議を行い、現在
は機材の復旧・稼働が始まっています。
　思いがけない展開でしたが、得た学びも大きかったです。
JICAの内部の人材が行う内部評価だからこそ、評価実施段
階より、実施機関や相手国政府とインタラクティブに協議を行
い、事業を改善できること、また現地スタッフと二人三脚の仕事
は、国際協力が多様な人材で成り立っていることを再認識させ
てくれました。とくに、ベトナム事務所の現地スタッフは、現地事
情に疎い私と、明るく、根気強く一緒に取り組んでくれました。
実施機関とのつながりは日本人所員以上に強く、今回経験し
た相手国政府との迅速な協議など、さまざまな仕事が成り立つ
のは現地スタッフのおかげだと再認識しました。評価の過程で
は、本部の評価部や事務所内からも多くのコメントをもらい、プ
ロジェクトに対する理解が深まりました。
　JICAのなかで、事業の効果が上がっているのか、相手国や
現地の人びとの役に立っているのかを客観的に見定めるのが
評価という仕事です。新人のうちに評価を通して“事業のその
後”を見ることは、必ずより良い事業の形成にもつながるはず。
あらためて評価という仕事の意義を実感できた研修でした。

お子さんは
元気ですか？

質の高いカリキュラムが
出来上がったことが
確認できました

ウガンダ事務所
ジュディス・ズング・ムタバジさん
（中央）

評価部
氏家慶介（うじけ・けいすけ）さん

グアテマラ事務所
ロウルデス・アフシップさん（左）
シンディ・モラレスさん

関心のある国、分野があれば、
ぜひJICAウェブサイトの

「ODA見える化サイト」＊3で
JICA事業の〝その後〞をご覧ください。

グアテマラ

ウガンダ

ベトナム 



安全対策強化には、
関係者ひとりひとりの
安全に対する意識が

重要です

ベトナム社会科学院に
て、東南アジアにおけ
る開発協力の将来に
ついて情報交換を行
い、その声を自身の研
究に生かす。

テロや犯罪に遭遇した際の実
践的な実技訓練。左：銃声
が聞こえたらすぐ伏せ→周囲
を確認→状況を判断して逃げ
る。右：けが人の止血の訓練
の模様。

JICAの仕事
プロジェクトはこうして動く

特集

　2008年にスタートした「JICA債」は、
国債や社債と同様、JICAが資金調達
のために発行する債券である。集めら
れた資金は、有償資金協力事業の予
算の一部となって、途上国のインフラ
整備など社会課題解決のための事業
に充てられている。19年度は予算上、
800億円の発行を計画している。
「資金調達のためだけでなく、投資
家や一般の方々に対してJICA事業の
透明性を確保する目的もあります」と
説明するのは、財務部 市場資金課
の池谷直樹さん。
　16年に日本初のソーシャルボン
ド（社会貢献債）として発行して以

　2016年7月1日に発生した「ダッカ
襲撃テロ事件」は、バングラデシュの
首都ダッカのレストランがテロリストに
襲撃され、JICA事業関係者7名が犠
牲となる痛ましい事件であり、二度とく
り返してはならない。
　こうした無差別テロ事件をはじめ
国際的な治安情勢が悪化するなか、
JICAは海外で働く事業関係者を守る
ために安全対策を強化。同年9月に
は総務部安全対策室を安全管理部
に組織改編し、本部／在外ともに安
全対策スタッフの人数を大幅に拡充
した。
「安全対策の観点からは、日常的な
安全への心構えと、不測の事態が発
生した際に適切な対応が取れること
が重要です」と安全管理部の久保良
友さんは語る。
「安全管理部では、現地の治安情勢
をふまえて安全に関する情報を発信

「研究所の目的は大きく分けて二つ
あります。一つはJICAの実務に役立
つ研究です。たとえば、『アフリカから
紛争をなくしたい、アジアの人々に安
価な医療サービスを届けたい』といっ
ても、なかなか一筋縄ではいきませ
ん。そういうときにこれまでの事例研究
をふまえ、研究所から新たにユニーク
な視点を提示してJICAの任務を助け
るのです」と話すのは研究所の志賀
裕朗さん。
「もう一つは、日本の国際協力の経

降、投資を通じた社会貢献を目指す
投資家からの注目を集めている。今
年9月には「第7回アフリカ開発会議
（TICAD7）」の開催に合わせて、アフ
リカでの有償資金協力事業に資金を
充当する「TICAD債」を発行するなど
新たな試みも行っている。
「投資家の方々は民間企業、地方
自治体、学校などさまざまです。『JICA
債』への理解を深めていただくため、
JICA国内拠点と協力して全国各地を
めぐり、年間約250件の個別面談を
行っています。『JICAとは何をしている
ところ？』という話から始まり、興味を
寄せられた投資家の方々と新たな連
携につながることもあります」
「JICA債」は、持続可能な開発目標

（SDGs）を実現するための施策とし
て日本政府に認められている。JICAに
とっての資金調達の手段というだけで
なく、投資家にとっての社会貢献の
手段として、預かった資金で途上国の
持続可能な開発を実現していく。

するとともに、現地に派遣される事業
関係者に対する研修や実技訓練、在
外拠点での安否確認訓練などを行っ
ています。また、本部側では24時間
365日いつでも在外拠点から連絡を
受けられる体制を維持しています」
　関係者が海外の現場において安
全に事業を実施できるよう、安全対策
の強化は今日も続いている。

験を世界に発信することです」。という
のも、国際協力の世界は欧米の先進
国が中心で、そこで発表された書籍や
論文などが途上国援助の方向性を左
右してきた歴史があるからだ。その潮
流に対して、日本やアジアの独自の
経験や知見を打ち込みたいと話す。
「日本の支援によってアジアの国々
の生活水準は上がってきました。しか
し、培ってきた経験を英語の論文で
発表することは少なく、欧米諸国に十
分に伝わっていませんでした。日本の

誇るべきところをきちんと発信すること
で“アジアの声”を代弁することがわ
れわれの役割です」
　2008年の設立以来、研究所の研
究成果は、世界的な開発学の研究
機関である「英国サセックス大学開
発学研究所（ IDS）」や米国ブルッキン
グス研究所をはじめ、多くの機関の出
版物に掲載された。認知度は確実に
高まっている。

社会貢献の
新たなスタイル「JICA債」

組織を挙げて安全対策に取り組む

日本の国際協力の経験を世界に発信

財務部 市場資金課
池谷直樹（いけのや・なおき）さん

JICA研究所
志賀裕朗（しが・ひろあき）さん

安全管理部
久保良友（くぼ・よしとも）さん

投資家の方々にJICAの
事業を知っていただく、
セールスマン的な側面が

あります

海外でセミナーを開くなど、
日本の経験を発信する場が

増えてきています

対面での研修受講が困難な人に向けて、安全対策研修（渡航者
向け）の内容をウェブサイト上でも公開している。

財務部 市場資金課

安全管理部 

JICA研究所

＊ 数値は2019年度予算ベース。

が受講

安全対策研修
（渡航者向け）

のべ3,379人

テロ対策
実技訓練

のべ1,701人

複合的視点 過去と未来の
結合

世界への発信と
開かれた活動

1

3

2

4

研究の活動方針

日本および
東アジアの経験の発信

途上国の
発展を願って年間を通じて

実技訓練を実施中

各国の
支援を研究

昨年6月に上場し、式典では大きな鐘の音が響
いた。「JICA債」はグリーンボンド・ソーシャルボン
ドの第1号として登録された。

も
っ
と
知
り
た
い

J
I
C
A
の
仕
事

J
I
C
A
の
本
部
組
織
は
32
部
署（
25
部
4
室
2
事
務
局
1
研
究
所
）か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
組
織
を
効
率
的
に
運
営
し
、効
果
的
に
国
際
協
力
事
業
を

実
施
す
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
部
署
ば
か
り
だ
。

そ
の一
部
を〝
も
っ
と
〟見
て
み
よ
う
。文
⃝
光
石
達
哉（
16
〜
17
ペ
ー
ジ
）

有償資金協力
事業の予算規模
1兆3,950億円

JICA債
800億円

英国のサセックス大学内のIDSで、インドの新興国援助を例に民主化支援の手法を発表する
志賀さん。

2016年10月から2019年7月末までに

詳細はこちら
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無償資金協力によって拡幅された
リベリア国首都圏のジャパンフリー
ウェイ（旧称ソマリアドライブ）。

インドネシアのパティンバン港開
発事業で、沖合にコンテナターミ
ナルを建設している様子。

外国の港湾行政職員が日本の港湾開発を学ぶため
の研修を実施。博多港コンテナターミナルを視察した
ときの様子（後列左から6人目が上田さん）。

フランス財務省で開か
れるパリクラブ（債権国
会合）にも定期的に参
加している。債権国が
債務国の経済状況や
債務のくり延べについ
て協議を行う。

1997年、JICAはタイのバンコクで地下鉄建
設事業を実施して（借款契約額は約326
億円）、総延長20kmの地下鉄と18か所
の駅、車両基地などの建設を支援した。
2004年からタイ側による返済が始まり、18
年にその一部が無事に完済された。

有償資金協力の財源は、
政府からの出資金・財政
投融資からの借入のほか
に、自己資金すなわちJICA
が実施した円借款の回収
金（返済元本や利息など）
が充てられている。

JICAの仕事
プロジェクトはこうして動く

特集

　無償資金協力の実施にあたって
は、工事などの施主である相手国政
府と、その代理人となるコンサルタン
ト、施工・調達を請け負う業者との間
で契約が結ばれる。この内容が無償
資金協力のルールに則っているかどう
かを確認しているのが、資金協力業
務部 計画・調整課だ。
「契約書は、事業を実施するうえで
の大前提となります。案件名や署名
日、契約金額といった基本的な項目か
ら、資金の支払い条件、全体工程と
の整合性など、日本の大切な資金が
適切に使用されるよう、細かな点まで

　有償資金協力事業の計画段階で
は、適用される技術の検討や建設に
必要な費用の積算・確認が行われ
る。エンジニアリングの観点から専門
的な知識が求められるこの仕事は、
専門性を有する職員が、国際開発コ
ンサルタントとともに行っている。
　電力分野を担当する小川 晃さん
は、自らの仕事を“ブレーキ役”と表現
する。
「途上国政府が抱いている理想像
に対し、実現可能なやり方を示してい
くのも私たちの仕事です。納得しても

　途上国の発展につながるインフラ
整備などを行う有償資金協力では、資
金は低利・長期の緩やかな条件で貸
し付けられ、平均約33年という長い
時間をかけて返済される。債権の回収
を担当する管理部 債権管理第二課
の千住万紀子さんは、「日本の公的資
金を財源にした債権を確実に返しても
らうことは当然大事なのですが、途上

目を光らせています」と、同課の安部
純子さんは話す。
　事業の実施監理を担う職員から、
日々さまざまな相談が持ち込まれる。
ある施設建設案件の契約書では、紛
争が発生した場合は自国の仲裁機関
で仲裁するという文言が載せられよう
としていた。
「国際契約の世界では、紛争は中
立な立場の第三国で処理するのが
原則。相手国での仲裁は施工業者に
とって不利となるため、慎重に判断す
るよう進言しました。相手国（施主）、
コンサルタント、業者それぞれの利害

をうまく調整することで、すべての案件
が無事完了の日を迎えられるよう気を
配っています」

らうためには密なコミュニケーションと
粘り強さが必要」と話す。
　また、国が違えば調査の前提も異
なる。
「途上国では、日本では容易に調達
できる資材がなかったりコストが高かっ
たりと、こちらの常識がそのまま通じな
いところに難しさがあります」と語るの
は港湾分野担当の上田剛士さん。そ
れでも「何もない土地に一から港を
造ることは現在の日本ではなかなかな
く、挑戦しがいのある仕事」だという。

国にとっても、返済が滞ると新たに資
金を借り入れることができなくなる可能
性があり、デメリットが生じます。そうな
らないよう相手国と根気よくやり取りを
続けていきます」と説明する。
　また、回収の手続きには海外拠点
との連携も欠かせない。
「通信状況や郵便の発達していない
途上国の場合は、請求書を事務所か

ら相手国政府に手渡ししています。
支払い期限が近づくと、毎日のように
事務所からコンタクトを取ってもらうこと
もあります。JICAの支援が効果を上げ
て、借入国にもたらした利益で返済の
原資が生まれます。途上国の努力の
結果としてのお金を扱っていることを考
えると、身が引き締まる思いがします」

迅速かつ緻密に
無償資金協力の契約をチェック

有償資金協力事業
形成段階の技術的な調査

有償資金協力の債務返済を確実に

管理部 債権管理第二課
千住 万紀子（せんじゅう・まきこ）さん

小川 晃（おがわ・あきら）さん
インフラ技術業務部 有償技術審査室

上田剛士（うえだ・たかし）さん

資金協力業務部 計画・調整課
安部純子（あべ・じゅんこ）さん

事業が終わった後も、
債権回収のための

長いお付き合いが続きます

有償資金協力は
規模も大きく、

つねに緊張感を持って
仕事をしています

日本での実体験と
経験則をもとに、
厳しいアドバイスを
することもあります

書類の先にいる
人々のことを思い浮かべ、

緻密な業務を
心がけています

＊数値は2018年度有償資金
協力実績。

管理部 債権管理第二課

インフラ技術業務部 有償技術審査室 資金協力業務部 計画・調整課

JICA途上国

有償資金協力貸付実行額
1兆686億円

回収額（元本・利息）
7,903億円

適切な契約管理を経て
無事完工

回収金を再び支援に活用する

確かな審査で
よいものを

竣工式を記念して行われたマラソン大会
（2018年5月）。

資金協力業務部の
Facebookアカウント「jhappy」
では無償資金協力の
エピソードなどを発信中！

●完工式や機材の引き渡し式の様子
●工事の進捗情報
●現場でのヒューマンストーリー
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課
題
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

円
借
款
な
ど
の
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
比
較
す
れ
ば
、
協
力
隊
の
個
別
の
活

動
は
小
さ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
地

域
の
人
々
を
元
気
に
す
る
〝
グ
ラ
ス
・

ル
ー
ツ
の
力
（
市
民
の
力
）〞
を
発
揮

し
て
い
る
こ
と
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

人
と
人
と
が
つ
な
が
る
そ
れ
ら
の
活
動

は
、
人
々
の
心
に
生
涯
に
わ
た
っ
て
残

り
続
け
て
い
ま
す
」
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
業
に
誇
り
を
持
つ
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
協
力
隊
員
の
主
導
で

さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

た
と
え
ば
、
あ
る
農
村
地
域
の
女
性
た

ち
は
縫
製
の
訓
練
を
受
け
、
廃
棄
物
を

リ
サ
イ
ク
ル
し
た
製
品
を
作
り
、
収
入

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た「
協

力
隊
員
に
ピ
ア
ノ
を
教
わ
っ
た
学
生
が

音
楽
学
校
の
教
師
に
な
っ
て
い
た
り
、

卓
球
を
教
わ
っ
た
学
生
が
チ
ュ
ニ
ジ
ア

代
表
コ
ー
チ
と
し
て
日
本
ま
で
遠
征

チ
ー
ム
を
率
い
た
り
し
て
い
ま
す
」
と

ジ
ト
ゥ
ー
リ
さ
ん
が
話
す
よ
う
に
、
ま

さ
に
協
力
隊
は
地
域
住
民
の
人
生
に
も

変
化
を
与
え
て
い
る
。

2
0
1
9
年
月
よ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
が
再
開

　
2
0
1
1
年
に
起
こ
っ
た
〝
ア
ラ

ブ
の
春
〞
に
よ
っ
て
民
主
主
義
国
家
と

な
っ
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
。
1
9
7
5
年

の
事
務
所
設
立
時
に
始
ま
っ
た
チ
ュ
ニ

ジ
ア
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
で

は
、
女
性
や
障
害
者
支
援
、
観
光
や
産

業
振
興
、
環
境
や
教
育
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
る
分
野
で
協
力
隊
員
を
派
遣
し
て

き
た
。
15
年
に
治
安
情
勢
が
悪
化
し
た

こ
と
か
ら
派
遣
は
一
時
停
止
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
の
後
情
勢
が
回
復
・
安
定
し

た
た
め
、
19
年
12
月
に
再
開
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
チ
ュ

ニ
ジ
ア
事
務
所
に
長
年
勤
務
し
、
お
も

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
担
当
す
る

ジ
ャ
ミ
ル
・
ジ
ト
ゥ
ー
リ
さ
ん
は
、
そ

の
ニ
ュ
ー
ス
を
最
も
喜
ん
だ
一
人
だ
。

「
雇
用
の
促
進
、
地
域
間
格
差
の
是
正

な
ど
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
は
課
題
が
山
積

し
て
い
ま
す
が
、
J
I
C
A
に
よ
る

人
材
育
成
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
っ
て

や
組
織
か
ら
の
要
望
を
集
め
る
こ
と
か

ら
始
ま
る
。「
事
務
所
に
協
力
隊
派
遣

の
相
談
が
多
数
入
る
の
で
、
担
当
ス

タ
ッ
フ
が
団
体
や
組
織
を
訪
れ
、
派
遣

で
き
る
か
ど
う
か
を
精
査
し
ま
す
」
と

ジ
ト
ゥ
ー
リ
さ
ん
は
言
う
。
諸
星
さ
ん

は
、「
団
体
や
組
織
へ
の
訪
問
は
重
要

な
仕
事
。
協
力
隊
員
を
数
か
月
か
ら
2

年
間
派
遣
で
き
る
か
ど
う
か
を
見
極
め

る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。
ジ
ト
ゥ
ー

リ
さ
ん
は
経
験
が
豊
富
で
、
協
力
隊
員

を
派
遣
す
る
意
味
や
、
ど
う
い
っ
た
場

所
で
あ
れ
ば
活
躍
で
き
る
か
と
い
っ
た

日
本
側
の
考
え
方
と
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
事

情
の
両
方
を
理
解
し
て
お
り
、
的
確
な

判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
厚

い
信
頼
を
寄
せ
る
。

　
ジ
ト
ゥ
ー
リ
さ
ん
は
、「
チ
ュ
ニ
ジ

ア
で
は
98
パ
ー
セ
ン
ト
が
イ
ス
ラ
ム
教

人
種
や
宗
教
や
文
化
を
超
え

相
互
理
解
を
深
め
る

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
は
、
日
本
人
の

技
術
や
知
識
、
経
験
を
生
か
し
て
チ
ュ

ニ
ジ
ア
の
人
々
と
交
流
・
協
力
し
、
技

術
な
ど
を
伝
え
る
活
動
だ
。
12
月
の
再

開
に
あ
た
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発

や
環
境
教
育
、
青
少
年
活
動
や
音
楽
、

水
泳
、
剣
道
な
ど
の
多
様
な
職
種
の
募

集
が
行
わ
れ
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
事
務
所

の
諸
星 

緑
さ
ん
は
、「
文
化
や
ス
ポ
ー

ツ
と
い
っ
た
協
力
隊
だ
か
ら
こ
そ
の
活

動
や
、
既
往
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携

し
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
っ
て
協

働
す
る
活
動
な
ど
、
活
動
内
容
は
さ
ま

ざ
ま
。
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
て

活
躍
し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
期
待
す
る
。

　

協
力
隊
員
の
派
遣
は
、
現
地
の
団
体

JICAの海外拠点は世界約90か所に広がる。日本の国際協力の“顔”として、
現地の行政やコミュニティと深く関わり合う拠点の仕事を、今年ＪＩＣＡ海外協力隊の派遣が再開されるチュニジア事務所と、

日系移民社会へのサポートに携わるペルー事務所で見てみよう。

08:00　出勤前に事務所付近のカフェで同僚と世
間話をすることが日課。

08:30　出勤。メールの確認や一日のスケジュール
の確認。

09:00　翌日からの出張に向けて、所内で航空券
手配や面談予約の確認。

10:00　12月5日のインターナショナル・ボランティ
アデーに向けて、チュニジア政府・国際機
関と打ち合わせ。

12:30　ランチ。同僚と外食。

13:30　IT担当でもあるジトゥーリさん。同僚のパソ
コンのトラブルを解決。

14:00　チュニジア柔道連盟の要請に基づき、
チュニス郊外の道場へヒアリング。「日本
人から心技体について学びたい！」との強
い要請があった。

17:00　退勤。週3日は趣味であるジム通いで体を
鍛える。

現場で相手国に寄り添う
海外拠点の仕事

障害児支援の団体関係者と派遣する隊員の活動内容につい
て相談するジトゥーリさん（左）。

上：2014年１月、チュニジア事務所の呼びかけで環境省や関連機関、
NGO、諸外国ドナーらのボランティアが集まり、首都を清掃した。右：チュニ
ジア事務所は協力隊員を交えて国際交流についてのイベントを開くなど、
地域との良好な関係の構築に努めている。

JICAの仕事
プロジェクトはこうして動く

特集

ナショナルスタッフ
ジャミル・ジトゥーリさん

事務所員
諸星 緑（もろほし・みどり）さん

Republic of Tunisia

チュニジア

2011年の“アラブの春”で専横的な政治
体制から脱却。14年に民主的な憲法を
制定し、透明性の高い選挙によって国
会議員と大統領を選出した。新政府の
下、チュニジアは国際社会の支援を得な
がら、経済構造改革や投資環境整備を
推進している。

国名  ：チュニジア共和国
通貨 ： チュニジア・ディナール
人口 ：1,157万人（2018年、世銀）

公用語 ：アラビア語（公用語）、フラン
ス語（国民の間で広く用いら
れている）

首都：
チュニス

チュニジアの

人びととともに
開発課題の解決や
発展を目指しています

文化交流に
隊員が活躍

ボランティア事業は
私が人生を

捧げる仕事です！
JICA海外協力隊の
派遣再開に向けて

Part1  チュニジア事務所編

文⃝松井健太郎

ナショナルスタッ
フ

ジトゥーリさんの
一日

地域とよい関係

徒
で
す
が
、
日
本
人
が
ま

る
で
コ
ー
ラ
ン
の
教
え
を

知
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に

感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
人
た
ち
も
、
人
種

や
宗
教
や
文
化
を
超
え
た

人
間
に
共
通
す
る
価
値
を

学
ん
で
い
る
と
思
い
ま

す
」
と
笑
顔
で
話
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の

再
開
に
向
け
て
奔
走
す
る

チ
ュ
ニ
ジ
ア
事
務
所
の
ス

タ
ッ
フ
た
ち
。
彼
ら
の
情

熱
が
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
日
本

の
絆
を
未
来
へ
と
つ
な
い

で
い
く
。
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コ
ー
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
〞
に
な
っ
て
い

る
。

　
多
く
の
日
系
人
が
暮
ら
す
ペ
ル
ー
で
、

J
I
C
A
は
日
系
社
会
と
の
連
携
事

業
や
研
修
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
現
地
で

主
導
し
て
い
る
の
が
ペ
ル
ー
事
務
所
だ
。

　
事
務
所
員
の
イ
シ
ツ
カ
由
美
子
さ
ん
は

お
も
な
取
り
組
み
を
次
の
よ
う
に
説
明
す

る
。

「
日
系
社
会
研
修
事
業
で
は
、
移
住
先

と
な
っ
た
ペ
ル
ー
の
国
造
り
に
貢
献
す

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
医
学
、
福

祉
、
継
承
日
本
語
教
育
、
農
業
、
電
気
・

通
信
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
日
系
人
を

研
修
員
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
日
系
社
会
は
世
代
交
代
の
時
期
に
あ

り
、
現
地
社
会
に
適
応
し
て
い
く
過
程

で
日
本
語
離
れ
も
進
ん
で
い
ま
す
。

J
I
C
A
で
は
学
生
を
対
象
と
し
た

研
修
も
行
っ
て
お
り
、
日
本
の
学
校
体

験
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通
じ
て
、

日
系
人
と
し
て
の
ル
ー
ツ
と
ア
イ
デ
ン

祉
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。

「
ペ
ル
ー
の
開
発
に
60
年
以
上
貢
献
す

る
J
I
C
A
の
一
員
で
あ
る
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
が
あ
り
ま

す
」
と
話
す
の
は
、
ペ
ル
ー
事
務
所
に

勤
め
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
セ
シ

リ
ア
・
チ
ネ
ン
さ
ん
だ
。「
祖
父
母
や

両
親
か
ら
、
先
祖
に
感
謝
す
る
こ
と
や

つ
ね
に
改
善
し
な
が
ら
真
面
目
に
働
く

こ
と
の
大
切
さ
な
ど
、
日
本
の
価
値
観

を
学
び
ま
し
た
。
同
時
に
ペ
ル
ー
人
と

し
て
、
こ
の
国
の
多
様
な
文
化
や
芸
術
、

美
し
い
自
然
や
人
々
の
温
か
い
人
柄
に

誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
日
本
と
ペ

ル
ー
の
す
ば
ら
し
い
価
値
を
次
世
代
に

伝
え
、
健
全
な
社
会
を
創
り
上
げ
る
こ

と
は
私
の
責
務
で
す
」
と
力
強
く
語
る
。

　
日
系
社
会
が
必
要
と
す
る
支
援
も
時

流
と
と
も
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
近

年
で
は
、
日
本
国
内
で
就
労
し
て
日
本

経
済
を
支
え
て
い
る
日
系
人
も
増
え
て

い
る
が
、「
日
本
で
暮
ら
す
日
系
人
は

言
葉
や
共
生
の
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
抱
え
て
お
り
、
支
援
が
行
き
届

い
て
い
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
帰
国

後
の
ペ
ル
ー
社
会
へ
の
復
帰
で
も
困
難

が
多
い
の
が
実
情
で
す
」
と
、
ペ
ル
ー

事
務
所
は
説
明
す
る
。
今
後
は
こ
う
し

た
問
題
に
対
し
、
日
系
社
会
と
の
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
を
持
つ
J
I
C
A
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
支
援
を
検
討
し
、
ペ
ル
ー

社
会
と
日
系
社
会
の
伴
走
者
と
し
て
、

日
本
国
内
も
含
め
た
支
援
を
考
え
て
い

る
と
い
う
。
ペ
ル
ー
事
務
所
は
日
系
社

会
と
の
新
た
な
連
携
を
追
求
し
て
い
る
。

テ
ィ
テ
ィ
の
再
認
識
を
後
押
し
し
て
い

ま
す
。
若
い
人
た
ち
が
日
系
人
と
し
て

の
誇
り
を
持
ち
、
次
世
代
の
日
本
と
ペ

ル
ー
の
関
係
を
築
い
て
い
く
リ
ー
ダ
ー

へ
と
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
日
系
人
と
直
接
接
点
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
日
系
人
と
し

て
の
自
覚
の
芽
生
え
や
日
本
語
能
力
の

向
上
と
い
っ
た
変
化
を
目
に
す
る
機
会

も
多
く
、
う
れ
し
さ
と
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
」

　
近
年
で
は
J
I
C
A
と
の
協
力
関

係
も
多
面
化
し
、
民
間
連
携
事
業
で
海

外
進
出
を
目
指
す
日
本
企
業
に
日
系
社

会
が
全
面
的
に
協
力
す
る
な
ど
、
ペ

ル
ー
事
務
所
が
中
継
地
と
な
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
事
業
の
際
に
、「
ペ
ル
ー
社

会
に
広
く
認
め
ら
れ
活
躍
し
て
い
る
日

系
社
会
・
日
系
人
と
日
本
の
信
頼
関
係

は
、
か
け
が
え
の
な
い
基
盤
に
な
り
ま

す
」
と
イ
シ
ツ
カ
さ
ん
は
話
す
。

日
本
、日
系
、ペル
ー
の
連
携
が

創
り
上
げ
る
よ
り
よ
い
社
会

　
日
系
社
会
へ
の
支
援
は
ペ
ル
ー
社
会

全
体
に
波
及
す
る
。
た
と
え
ば
、
日
系

社
会
が
運
営
す
る
病
院
や
学
校
な
ど
の

公
共
施
設
で
は
日
本
式
の
サ
ー
ビ
ス
や

規
律
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

質
の
高
さ
は
広
く
現
地
で
評
価
さ
れ
て

い
る
。
J
I
C
A
で
は
研
修
の
み
な

ら
ず
、
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

派
遣
や
技
術
協
力
も
行
い
ペ
ル
ー
の
福

日本での日系社会次世代育成研修（大学生招へいプログラム）に参加した日系人の大学生た
ちと研修スタッフ。移住の歴史などを学んだほか、大学研修では日本の学生との交流も行った。

日系人医師のファン・カルロス・ニエブル・カキウチさん（左）は、JICA日系社
会研修に参加し、九州大学病院で「早期胃癌の内視鏡診断と治療」の研
修を受けた。「先祖の土地に戻ったことは、忘れられない経験になりました」。

2019年はペルーへの日本人移住120周年。綿花畑で働く日系一世
の人 （々上）と、1899 年のペルー第1回移民船「佐倉丸」（下）。
写真提供：ペルー日系人協会、日本人ペルー移住史料館

1899年 第1回移住者790人が出発

1958年 ODAによる協力開始

1963年 JICAの前身である
海外移住事業団が発足

1973年 円借款が開始される

1977年 JICAペルー事務所設置

1979年
技術協力協定署名締結
青年海外協力隊派遣取極を締結

2004年 シニアボランティア派遣開始

2018年 対ペルーODA60周年

2019年 日本人移住120周年

JICAの仕事
プロジェクトはこうして動く

特集

Republic of Peru

ペルー

鉱物資源の輸出拡大などにより経済成
長を続けている、中南米の中で最も安定
した国の一つ。その一方で貧富の格差
が大きく、ペルー政府は経済成長の恩
恵を貧困層にも行き渡らせる方針のも
と、開発政策の中心に全国民への機会
提供を掲げている。

国名  ：ペルー共和国
通貨 ： ソル
人口 ：約3,199万人（2018年、世

銀）
公用語 ：スペイン語（ほかにケチュア

語、アイマラ語など）

首都：リマ

ペルー事務所で働く日系人ナショナルスタッフの面々。スタッフの3分の1が日系人だ。

日本とペルーの
架け橋

日本の医療を
学ぶ

ペルーへの移住と協力の歩み 日系社会と日本をつなぐ
Part2  ペルー事務所編

ルーツを訪ねる
研修

日
系
社
会
と
J
I
C
A
の

深
い
つ
な
が
り

　
中
南
米
地
域
に
暮
ら
す
日
系
人
は
推

計
2
1
0
万
人
超
。
J
I
C
A
と
の

関
わ
り
は
戦
後
間
も
な
い
1
9
6
0

年
代
に
始
ま
り
、

J
I
C
A
は
約
7
万

3
0
0
0
人
が
中
南

米
地
域
へ
移
住
す
る

の
を
支
援
し
た
。
苦

労
を
重
ね
な
が
ら
勤

勉
に
働
い
た
人
々
は
、

政
治
、
経
済
、
学
術

な
ど
幅
広
い
分
野
で

現
地
に
貢
献
し
て
信

頼
を
勝
ち
得
て
い
る
。

現
在
、
J
I
C
A
と

日
系
社
会
は
緊
密
な

協
力
関
係
を
築
い
て

お
り
、
J
I
C
A
の

協
力
を
展
開
す
る

う
え
で
重
要
な
〝
イ



政
府
の
希
望
が
あ
り
応
募
し
ま
し
た
。

理
学
療
法
士
と
し
て
の
技
術
と
知
識
が

生
か
せ
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
や
問
題
解

決
力
を
向
上
さ
せ
、
成
長
で
き
る
と
も

感
じ
た
か
ら
で
す
。
今
は
モ
ン
ゴ
ル
第

2
の
都
市
エ
ル
デ
ネ
ト
の
オ
ル
ホ
ン
県

総
合
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
だ
ん
、
午
前
中
は
外
来
や
入
院
の

患
者
さ
ん
の
診
療
、
午
後
か
ら
は
病
棟

で
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動

の
な
か
で
感
じ
た
の
は
、
他
科
の
医
師

た
ち
に
リ
ハ
ビ
リ
の
知
識
が
少
な
く
、

連
携
で
き
な
い
こ
と
が
い
ち
ば
ん
の
課

題
だ
と
い
う
こ
と
。
そ
こ
で
、
同
僚
の

理
学
療
法
士
と
協
力
し
な
が
ら
、
他
科

の
医
師
に
向
け
た
リ
ハ
ビ
リ
の
勉
強
会

を
開
い
た
り
、
リ
ハ
ビ
リ
の
効
果
を
伝

え
る
掲
示
物
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
の
中
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
の

運
動
を
す
る
と
い
う
だ
け
で
嫌
が
る
人

も
多
い
の
で
、
し
ん
ど
く
な
く
、
楽
し

み
な
が
ら
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
の
よ
う

な
運
動
を
「
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
か
」

と
声
を
か
け
な
が
ら
指
導
し
て
い
ま
す
。

い
っ
ぽ
う
、
初
め
か
ら
一
生
懸
命
リ
ハ

ビ
リ
に
励
む
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
脳
梗
塞
後
遺

症
で
言
葉
が
出
に
く
く
な
っ
て
い
た
患

者
さ
ん
。
手
を
抜
か
ず
10
日
間
の
リ
ハ

ビ
リ
を
が
ん
ば
っ
て
い
て
、
そ
の
努
力

に
は
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。「
今
ま
で

テ
レ
ビ
で
し
か
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た

　
中
学
生
の
と
き
に
肘
を
骨
折
。「
大

丈
夫
。
も
と
通
り
に
動
か
せ
る
よ
う
に
、

で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
や
る
の
で
信
じ

て
」
と
い
う
理
学
療
法
士
の
先
生
の
言

葉
で
リ
ハ
ビ
リ
を
が
ん
ば
り
、
後
遺
症

も
な
く
完
全
に
動
か
せ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
き
っ
か
け
に
理

学
療
法
士
の
道
へ
進
み
ま
し
た
。

　
モ
ン
ゴ
ル
で
は
患
者
は
安
静
に
さ
せ

て
お
く
べ
き
と
い
う
考
え
方
を
す
る
医

師
も
ま
だ
多
い
の
で
す
が
、
リ
ハ
ビ
リ

の
技
術
を
広
め
た
い
と
い
う
モ
ン
ゴ
ル

医学的なリハビリテーションを行う
理学療法士。その資格を持つ隊員が、 
モンゴルで活動しています。

け
ど
、
君
の
お
か
げ
で
日
本
人
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
日
本
人
が
好
き
に
な
り

ま
し
た
。
仕
事
を
が
ん
ば
っ
て
」
と
書

か
れ
た
手
紙
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
じ
き
任
期
が
終
わ
り
ま
す
。
モ

ン
ゴ
ル
で
は
リ
ハ
ビ
リ
を
取
り
巻
く
環

境
に
は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
あ
り
ま
す
。

深
刻
な
大
気
汚
染
で
呼
吸
器
に
疾
患
を

抱
え
て
い
る
人
た
ち
に
は
、
呼
吸
の
リ

ハ
ビ
リ
を
伝
え
た
い
と
も
考
え
て
い
ま

す
。
協
力
隊
の
活
動
後
も
個
人
と
し
て

モ
ン
ゴ
ル
の
リ
ハ
ビ
リ
の
現
場
で
活
動

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

JICA海外協力隊
がゆく

現地の高校で、「理学療法士ってどんな仕事?」
というテーマで勉強会を実施した。

　モンゴルの食事は家族団欒、みんなで食卓を囲むことが一般的です。
そんなとき、食卓を彩るのは肉（羊肉が多い）と小麦粉を使った料理です。
ボーズ（小麦粉の生地でひき肉と玉ネギを包み蒸した料理）、ホーショール
（小麦粉の生地でひき肉と玉ネギ、ニラなどを包み油で揚げた料理）、ツォ
イワン（小麦粉で作った麺を蒸し、肉や野菜と炒めたモンゴル風焼きそば）、
バンシテーシュル（餃子入りスープ）は代表的な家庭料理で、ほかにも肉
と小麦粉を使った料理は数多くあります。
　また、モンゴルの草原で暮らす遊牧民は、ウシ、ウマ、ヒツジ、ヤギ（モン
ゴルの南の方ではラクダも）などの家畜を放牧し生活しています。そのた
め、家畜の乳やその加工品であるヨーグルト、バターなどもよく食卓にのぼ
ります。そうした家畜の乳を使ったミルクティーのようなお茶、スーテー
ツェーは、モンゴルの人にとってのソウル・ドリンク。日々 の食事でいただく
だけでなく、おもてなしには欠かせません。家庭ごとに味わいが違うので、
飲みくらべるのが楽しみなのだそうです。
　外食の文化があまりないモンゴルですが、首都ウランバートルでは外食
する人も少しずつ増えてきているのか、韓国料理や中国料理、洋食レスト
ランなどをずいぶん見かけます。日本食レストランも、数はまだ少ないです
が少しずつ増えています。そうした外国の食文化が、モンゴルの伝統的な
食事に新しい変化をもたらすかもしれません。 （落合 理）

+one information

モンゴルの食事情

Vol.  11

落合 理
おちあい・さとし　28歳
出身地：大阪府　職種：理学療法士
任期：2018年1月～2020年1月

モンゴルin

リハビリの必要性を
モンゴルの人に
伝えたい

ここが当てる
場所ですね

イラスト⃝さかがわ成美

首都 ： ウランバートル

モンゴル

地域でのリハビリ啓発も活動のひとつ。
村を巡回し、看護師にリハビリ方法について指導する。

リハビリって

大切なんだ

企画調査員（ボランティア事業）＊

亀田春雄（かめだ・はるお）

＊ 隊員の活動全般を支援する「ボランティア事業支援のプロ」。また相手国の
要望を調査し要請開拓を行うなど、隊員活動全体の運営を行う。

物理療法機器を用いたリハビリテーション。
同僚に赤外線をどこに照射するかなどを伝える。

モン
ゴル事務所から ひとこと

モンゴルでは十数年前から理学療法士や作業
療法士の養成が始まり、首都を中心にリハビリ
の認知度が高まっています。しかし現場の知識
や技術は十分ではなく、特に地方ではリハビリ
の指導ができる人材が求められています。落合
さんはそんな地方都市で、同僚の知識や技術
の向上のために熱心に活動しています。

24October 201925 October 2019



ゲ
ー
ム
で

お
た
が
い
の
街
を
紹
介

　
京
都
市
に
あ
る
私
立
立
命
館
小
学
校

の
教
諭
、
正
頭
英
和
さ
ん
は
、
2
0
1
9

年
の
G
T
P
で
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
10
に

選
ば
れ
た
。

　
正
頭
さ
ん
の
専
門
は
英
語
教
育
。
小

学
校
で
必
修
科
目
に
な
る
外
国
語
を
、

ど
う
す
れ
ば
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
ん
で

学
べ
る
か
を
考
え
て
い
た
。
そ
ん
な
と

き
、
子
ど
も
た
ち
の
会
話
を
き
っ
か
け

に
取
り
組
み
始
め
た
の
が
、
多
様
な
ブ

ロ
ッ
ク
を
組
み
合
わ
せ
て
建
物
や
街
を

作
る
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
「
マ
イ
ン
ク
ラ
フ

ト
」
で
京
都
の
街
を
作
り
、
世
界
に
発

信
す
る
授
業
だ
。

　
は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち
は
マ
イ
ン
ク

ラ
フ
ト
で
遊
べ
る
と
喜
ぶ
が
、
す
ぐ
に

挫
折
を
味
わ
う
。
グ
ル
ー
プ
で
オ
ン
ラ

イ
ン
上
の
街
を
作
る
た
め
、
た
と
え
ば

「
あ
そ
こ
に
建
て
て
」
と
い
う
指
示
で

は
、
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
に
通
じ
な
い
。

自
分
の
意
思
を
ど
う
し
た
ら
正
し
く
伝

え
ら
れ
る
の
か
、
そ
も
そ
も
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
を
見
直
し
、

そ
れ
を
英
語
に
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス

を
重
ね
、
力
を
つ
け
て
い
く
。

「
京
都
の
歴
史
を
学
ぶ
社
会
科
、
街
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
図
工
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
、建
物
な
ど
を
説
明
す
る
英
語
な
ど
、

複
数
の
教
科
を
横
断
し
て
学
び
を
深
め

る
授
業
に
な
っ
て
い
ま
す
」と
正
頭
さ
ん
。

　
最
初
に
つ
な
い
だ
の
は
ケ
ニ
ア
の
高

校
。
ス
カ
イ
プ
で
つ
な
が
り
、
相
手
が

画
面
に
現
れ
る
と
全
員
が
ス
ク
リ
ー
ン

に
釘
付
け
に
な
り
、
会
話
も
盛
り
上

が
っ
た
。「
こ
れ
ま
で
の
ど
の
授
業
の

時
よ
り
も
生
徒
が
顔
を
上
げ
て
い
ま
し

た
」。
堀
尾
さ
ん
は
手
応
え
を
感
じ
、

相
手
国
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
つ
な
ぎ
、

生
徒
た
ち
が
質
問
を
し
合
っ
て
相
手
の

国
を
推
理
す
る
「
ミ
ス
テ
リ
ー
・
ス
カ

イ
プ
」
や
、
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
で
相
手

の
国
の
生
徒
と
一
緒
に
行
う
共
同
授

業
、
ボ
ル
ネ
オ
の
学
校
と
の
環
境
授
業

な
ど
多
彩
な
授
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

「
地
方
が
抱
え
る
教
育
の
課
題
を
あ
き

ら
め
ず
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
で
課

題
解
決
に
貢
献
し
た
点
が
、
G
T
P
に

選
ば
れ
た
理
由
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と

堀
尾
さ
ん
。

　
今
年
4
月
、
ふ
た
た
び
ボ
ル
ネ
オ
の

学
校
と
ス
カ
イ
プ
で
つ
な
ぎ
、
環
境
破

壊
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。「
た

と
え
ば
パ
ー
ム
ヤ
シ
の
栽
培
が
環
境
破

壊
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
日
本
で
は

習
っ
た
け
れ
ど
も
、
現
地
の
人
た
ち
に

と
っ
て
パ
ー
ム
ヤ
シ
は
生
き
る
た
め
に

必
要
だ
と
わ
か
る
と
、
ま
た
見
方
が
変

わ
っ
て
き
ま
す
。教
科
書
の
題
材
を
使
っ

て
海
外
と
つ
な
が
り
、
理
解
を
深
め
る

 

│
そ
ん
な
授
業
モ
デ
ル
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
」
と
熱
心
に
語
る
堀
尾
さ
ん
。

ス
カ
イ
プ
と
英
語
と
い
う
ツ
ー
ル
で
、

地
方
か
ら
世
界
へ
の
扉
を
開
い
て
い
る
。

　
最
初
の
年
は
、
子
ど
も
た
ち
が
作
っ

た
京
都
の
街
を
海
外
の
小
学
生
に
送
っ

た
だ
け
だ
っ
た
が
、
翌
年
は
お
た
が
い

が
作
っ
た
街
で
遊
び
、
感
想
を
交
換
し

合
っ
た
。
海
外
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交

流
は
、
こ
れ
ま
で
も
無
料
の
通
話
ソ
フ

ト
、
ス
カ
イ
プ
で
行
っ
て
い
た
が
、
こ

の
授
業
で
は
熱
心
さ
が
違
っ
た
と
正
頭

さ
ん
は
言
う
。「
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
を

使
う
と
共
通
の
話
題
が
で
き
て
、
子
ど

も
た
ち
が
自
然
に
英
語
を
話
す
場
面
が

生
ま
れ
、
英
語
を
話
す
こ
と
へ
の
ハ
ー

ド
ル
が
低
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」。

ス
カ
イ
プ
で

海
外
の
学
生
と
学
び
合
う

　
滋
賀
県
立
米ま
い

原ば
ら

高
校
の
英
語
教
諭
を

務
め
る
堀
尾
美
央
さ
ん
は
、
17
年
に
は

J
I
C
A
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
コ
ン

ク
ー
ル
で
J
I
C
A
理
事
長
賞
を
受

賞
、
18
年
の
G
T
P
で
は
上
位
50
人
に

選
ば
れ
た
。

　
堀
尾
さ
ん
は
、
普
通
科
英
語
コ
ー
ス

の
40
人
の
生
徒
や
E
S
S
（
英
語
研
究

会
）
の
生
徒
た
ち
を
対
象
に
、
ス
カ
イ

プ
を
使
っ
た
海
外
の
学
校
と
の
交
流
を

行
っ
て
い
る
。「
米
原
で
は
海
外
の
人

と
直
接
触
れ
合
う
機
会
が
少
な
く
、
英

語
を
学
ぶ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
保
ち
に

く
い
。
ス
カ
イ
プ
と
い
う
便
利
な
ツ
ー

ル
を
使
う
こ
と
で
、
英
語
を
話
し
て
、

通
じ
る
楽
し
さ
を
生
徒
た
ち
に
体
験
し

て
ほ
し
い
と
考
え
た
の
が
こ
の
授
業
の

き
っ
か
け
で
す
」。

ミステリー・スカイプでは、全員が参加できるように画面を大きなスクリーンに映す。

海外、とくに母国語が英語ではない国の生徒とつながることで、
英語がコミュニケーションの手段となることが実感できた。

ドバイの授賞式に
参加した堀尾さん

（中央の列 右から
2人目）。世界中か
ら教師が集まった。

教
育
界
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

　
英
国
の
教
育
団
体「
バ
ー
キ
ー
財
団
」

が
2
0
1
4
年
に
創
設
し
た
グ
ロ
ー
バ

ル
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
賞
（
G
T
P
）
は
、

子
ど
も
た
ち
が
質
の
高
い
教
育
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
教
育
者
の

能
力
や
地
位
の
向
上
、
支
援
の
た
め
に

創
設
さ
れ
た
。
教
育
界
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

と
も
い
わ
れ
、
毎
年
世
界
中
か
ら
数
万

人
の
応
募
が
あ
る
。

　
そ
の
中
か
ら
、
地
域
の
教
育
課
題
を

乗
り
越
え
て
生
徒
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

貢
献
し
て
い
る
、
多
く
の
人
を
巻
き
込

ん
で
周
囲
に
影
響
を
与
え
て
い
る
、
誰

に
で
も
再
現
で
き
る
授
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
な
ど
、
財
団
の
基
準
に
合
致
し

た
授
業
を
行
っ
て
い
る
教
師
50
人
が
選

ば
れ
、
そ
の
中
か
ら
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト

10
、そ
し
て
最
優
秀
教
師
と
し
て
グ
ロ
ー

バ
ル
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
が
決
定
さ
れ
る
。

ドバイで開かれた表彰式。ファイナリスト10に選ばれ
て壇上に立った正頭さん（左から4人目）。

マインクラフトで作業する子どもたち。英語だけで
なく、京都を学ぶ社会科や図工、プログラミング
など教科を横断する授業で、学びが深まる。

世界が認めた授業
グローバルティーチャー賞

生徒やコミュニティに大きく貢献した教育者を世界中から選び、称える
グローバルティーチャー賞（GTP：Global Teacher Prize）。

2018年、19年に入賞した二人の教師にそれぞれの授業についてうかがいました。

世界につながる教室⑥

立命館小学校教諭 ICT 教育部長
正頭英和（しょうとう・ひでかず）さん
1983年、大阪府生まれ。京都市公立中
学校、立命館中学校・高等学校を経て同
小学校で教鞭をとる。ICT（情報通信技術）
ツールを活用した英語の授業を推進するほ
か、全国で学級づくりや授業方法・小学校
英語のワークショップなどにも取り組む。

滋賀県立米原高等学校 教諭
堀尾美央（ほりお・みお）さん
1985年、滋賀県生まれ。2009年より滋
賀県の公立高校で英語科教員として教
鞭をとる。14年、母校である滋賀県立米
原高校に赴任。ICTツールを活用し、生
徒たちの意欲を保ちスキルを伸ばす環境
をつくり出す授業に取り組んでいる。

地方にいても
海外との交流はできます！

CASE
1

マインクラフトを
活用した英語の授業
世界中の子どもたちに人気のマインク
ラフトというゲームを英語を使ってグ
ループで進め、海外の小学生ともゲー
ムを通して交流。複数の教科をまたい
で学びを深めている。

CASE
2

スカイプで
海外の学生たちと交流
外国人との接点が少ない地方でも、スカ
イプを使えば海外に近づける。環境や防
災など世界共通の話題で、現地の生の
声を聞き、伝え、尋ね、話し合うことで、英
語を通した学びの意欲が向上した。

ICTで英語を
楽しく学びます

2019年のGTPを受賞したのは、ケニアの地方の村で、生徒
を経済的に支援しながら科学教科で目覚ましい教育成果を
上げた教師。ドバイでは彼を含め、ファイナリスト10に選ば
れた教師による模擬授業が行われた。

「地球ひろば」先生・生徒のお役立ちサイト
JICAは開発教育／国際理解
教育の実践事例・学習指導案
を提供しています。英語教科の
実践事例・学習指導案は、こち
らをご参照ください。
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千年続く塩の道

日の出とともに歩くトゥアレグ族の“塩キャラバン”。ニジェールのアガデスからテネレ砂漠を横断し、
オアシスで買い付けた塩をナイジェリアまで南下して市場で売り、コミュニティのための穀物を仕入れる。

地
球
ギ
ャ
ラ
リ
ー
写
真・文
⃝
デ
コ
ー
ト・ト
ヨ
サ
キ・ア
リ
サ 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

Republic of Niger
［ニジェール共和国］EARTH GALLERY　Vol.133



農園で育つバラの花。

旅の合間にふざけあう子どもたち。
“ブルーメン”とも呼ばれるトゥアレグ族伝統の青い衣装が鮮やかだ。

5日ぶりに井戸にたどり着いたキャラバン。
慣れた様子で地下から水をくみ上げていく。

ビルマの塩田の近くで朝食をとるトゥアレグ族。
後ろにはヤシの葉に包まれた岩塩が並んでいる。

農作業をするサヘル地域のハウサ族の女性。
収穫した大量のミレット（雑穀）を

キャラバンが買っていく。

アリスは兄の紹介でバラ農園にやってきた。

ビルマで岩塩を売るカヌリ族の女性。
ラクダに積みやすいようにパンのような
丸い形に固められている。

アガデスのシンボル、高さ27mのミナレット。
ニジェールの中心に位置するこの街は昔から

キャラバンの交差点だった。

ナイジェリア北部、カノ市の大モスク。
ここでキャラバンは服、料理道具、

落花生などを仕入れて、再びビルマで売る。

ブッシュマーケットでは、ウマ、こぶウシ、ラクダや
ヒツジを飼う遊牧民がキャラバンの岩塩を毎年待つ。

千年前からこの地域で続くキャラバンは、
一見なにも目印がない砂漠を迷わず進んでいく。
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塩キャラバンの三角交易エリア。三
つの都市を結ぶ道中の村に立ち寄
りながら、およそ3,000キロを旅する。

ニジェール

　
私
が
初
め
て
塩
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
参
加
し
た
の
は
、

1
9
9
8
年
の
こ
と
だ
。
き
っ
か
け
は
雑
誌
に
掲
載

さ
れ
た
、
ま
る
で
お
と
ぎ
話
の
世
界
か
ら
抜
け
出
し

て
き
た
よ
う
な
美
し
い
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
写
真
だ
っ
た
。

　
記
事
の
中
で
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
営
む
〝
ブ
ル
ー
メ

ン
〞
と
呼
ば
れ
る
ト
ゥ
ア
レ
グ
族
の
男
性
は
太
陽
と

星
を
見
て
方
向
を
定
め
、
岩
塩
を
買
い
つ
け
る
た
め

に
1
日
16
時
間
も
歩
く
と
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

時
代
遅
れ
に
も
思
え
る
交
易
は
、
車
が
導
入
さ
れ
て

か
ら
は
、
ラ
ク
ダ
で
2
か
月
か
か
っ
た
距
離
を
2
週

間
で
走
る
ト
ラ
ッ
ク
と
の
激
し
い
競
争
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。

　
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
残
る
う
ち
に
、
砂
漠
を
と
も
に
横

断
し
て
み
た
い
。
J
I
C
A
の
砂
漠
化
防
止
計
画
の

通
訳
の
仕
事
を
き
っ
か
け
に
ニ
ジ
ェ
ー
ル
の
首
都
の

ニ
ア
メ
を
訪
れ
た
後
、
私
は
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
町
ア
ガ

デ
ス
に
向
か
っ
た
。
そ
こ
で
ラ
ク
ダ
を
3
頭
買
っ
て
、

40
日
間
塩
キ
ャ
ラ
バ
ン
と
一
緒
に
砂
漠
を
渡
っ
た
。

　
そ
れ
は
想
像
を
絶
す
る
砂
漠
の
美
し
さ
と
、
ト
ゥ

ア
レ
グ
族
の
生
命
力
に
圧
倒
さ
れ
た
旅
だ
っ
た
。
し

か
し
何
よ
り
も
驚
い
た
の
は
、
移
動
の
規
模
だ
。
私

が
同
行
し
た
テ
ネ
レ
砂
漠
を
往
復
す
る
1
4
0
0
キ

ロ
の
ル
ー
ト
は
、
実
は
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。
彼
ら
は
さ
ら
に
サ
ヘ
ル
地
域
の
市
場
ま
で
移
動

し
、
塩
と
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
を
売
っ
て
か
ら
大
量
の
穀
物

を
買
い
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
ま
で
南
下
す
る
。
塩
キ
ャ

ラ
バ
ン
は
サ
ハ
ラ
砂
漠
と
オ
ア
シ
ス
塩
田
を
結
ぶ
西

か
ら
東
の
ル
ー
ト
と
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
と
サ
ヘ
ル
地
域

を
結
ぶ
北
か
ら
南
の
二
つ
の
ル
ー
ト
を
持
つ

3
0
0
0
キ
ロ
の
交
易
だ
っ
た
の
だ
。

　
塩
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
長
年
研
究
し
て
い
る
人
類
学
者

の
ゲ
ル
ト
・
シ
ュ
ピ
ッ
ト
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
伝

統
的
な
交
易
は
経
済
的
、
社
会
的
な
役
割
が
と
て
も

大
き
く
、
車
輌
の
ガ
ソ
リ
ン
代
や
維
持
管
理
費
が
か

か
ら
な
い
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
の
運
搬
に
比
べ
て
利
益

が
2
倍
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
今
ま
で
読
ん
だ〝
ラ

ス
ト
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
〞
に
関
す
る
記
事
と
ま
っ
た
く

逆
の
視
点
だ
っ
た
。
千
年
も
続
く
ラ
ク
ダ
乗
り
の
交

易
に
本
当
に
未
来
が
あ
る
の
な
ら
、
記
録
を
残
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
終
点
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
ま

で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
撮
影
す
る
こ
と
を
決
め
、

2
0
0
3
年
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
と
発
電
の
た
め
の

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
持
ち
、
ふ
た
た
び
塩
キ
ャ
ラ
バ

ン
の
旅
に
同
行
し
た
。

　
前
回
と
同
じ
40
日
間
の
砂
漠
の
旅
の
あ
と
、
キ
ャ

ラ
バ
ン
は
南
部
の
ダ
コ
ロ
地
域
に
向
か
っ
た
。
ハ
ウ

サ
族
の
ミ
レ
ッ
ト
（
ア
ワ
や
ヒ
エ
な
ど
の
雑
穀
）
収

穫
が
終
わ
る
11
月
、
休
閑
地
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
な
が

ら
、
毎
日
農
村
の
小
さ
い
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

出
向
く
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
人
々
は
ヤ
シ
の
葉
で
丁
寧

に
包
ま
れ
た
岩
塩
を
並
べ
、
仕
入
れ
価
格
の
10
倍
で

売
っ
て
い
た
。
客
は
プ
ー
ル
族
や
ト
ゥ
ア
レ
グ
族
な

ど
の
遊
牧
民
だ
。
市
場
に
は
、
小
型
ト
ラ
ッ
ク
で
運

ん
だ
塩
を
キ
ャ
ラ
バ
ン
よ
り
も
安
く
売
っ
て
い
る
ア

ラ
ブ
人
の
店
も
あ
っ
た
。
そ
の
塩
は
純
度
が
低
く
灰

色
が
か
っ
て
い
た
。
小
さ
い
家
畜
を
飼
う
ハ
ウ
サ
族

の
農
民
は
、
こ
の
よ
う
な
雑
貨
店
で
年
中
日
用
品
と

し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
塩
を
購
入
し
て
い
く
。
だ
が
、

家
畜
が
財
産
で
あ
る
遊
牧
民
は
年
に
一
度
し
か
来
な

い
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
高
品
質
の
塩
を
待
っ
て
い
た
。
砂

A
lissa D

escotes-Toyosaki

（
デ
コ
ー
ト・ト
ヨ
サ
キ・ア
リ
サ
）

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
監
督
。ア
フ
リ
カ
の
遊
牧
民
族
を
支
援
す

る
団
体「
サ
ハ
ラ・エ
リ
キ
協
会
」主
宰
。父
は
フ
ラ
ン
ス
人
、母
は
日
本
人
。現
在

は
福
島
原
発
事
故
や
ニ
ジ
ェ
ー
ル
の
ウ
ラ
ン
鉱
山
の
実
態
な
ど
を
追
う
。サ
ハ
ラ

砂
漠
を
4
か
月
か
け
て
横
断
す
る
塩
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
日
常
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー「C

aravan to the future

」を
2
0
1
6
年
に
完
成
さ
せ
た
。「
サ
ハ
ラ・

エ
リ
キ
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://sahara-eliki.org

/JP

漠
に
放
牧
さ
れ
る
ラ
ク
ダ
や
こ
ぶ
ウ
シ
に
と
っ
て
、

塩
は
命
な
の
だ
。

　
岩
塩
の
売
り
上
げ
で
農
民
か
ら
穀
物
を
仕
入
れ
る

こ
と
で
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
人
々
は
自
給
自
足
に
近
い

生
き
方
を
保
っ
て
い
る
。
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た

何
千
キ
ロ
に
も
お
よ
ぶ
ル
ー
ト
は
、
サ
ヘ
ル
地
域
の

穀
物
を
遊
牧
キ
ャ
ン
プ
ま
で
運
ぶ
。
ニ
ジ
ェ
ー
ル
で

発
生
し
た
80
年
代
の
大
干
ば
つ
の
際
に
は
、
塩
キ
ャ

ラ
バ
ン
が
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
か
ら
多
量
の
ミ
レ
ッ
ト
を

砂
漠
へ
持
ち
帰
っ
た
お
か
げ
で
、
大
勢
の
遊
牧
民
が

助
か
っ
た
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
カ
ノ
地
方
に
降
り
る

と
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
緑
豊
か
な
牧
草
地
で
ラ
ク
ダ
の

群
を
放
牧
し
な
が
ら
、
農
民
の
休
閑
地
を
そ
の
糞
で

肥
沃
に
す
る
。
無
料
で
自
然
の
堆
肥
を
残
し
て
く
れ

る
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
農
民
は
歓
迎
し
、
代
わ
り
に
水
や

食
べ
物
を
提
供
す
る
。
農
民
と
遊
牧
民
は
本
来
お
た

が
い
の
ニ
ー
ズ
を
補
完
す
る
存
在
な
の
だ
と
塩
キ
ャ

ラ
バ
ン
が
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
。

　
サ
ハ
ラ
砂
漠
一
帯
で
は
、
国
家
に
よ
っ
て
定
住
化
や

ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
、
農
地
政
策
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
中
で
、
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
環
境
に
生
き

方
を
順
応
さ
せ
て
き
た
塩
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
よ
う
な
現
地

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
経
済
シ
ス
テ
ム
こ
そ
が
、
砂
漠
の
少

な
い
資
源
を
守
り
続
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

テネレ砂漠では水がほとんどなく、キャラバンは曙から16時間も移動する。

テネレ砂漠に入る前に収集された干し草、薪と水は
1頭のラクダにつき約100キロにもなるという。

ニジェール

アルジェリア

マリ

リビア

チャド

ナイジェリア

ニアメ
ブルキナファソ

ベナン

アガデス

ビルマ

カノ

Agadez

Bilma

Kano
33 October 2019 32October 2019



答えてくれ

た
人

南
西
ア
ジ
ア
と

 「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」

　南西アジアとは、インド、スリランカ、
ネパール、パキスタン、バングラデシュ、
ブータン、モルディブの7か国を含む地
域のこと。総人口は17億人を超える巨
大な市場で、今後の経済成長や膨大な
インフラ需要が期待されています。一方
で世界の貧困人口の約3割を抱え、洪
水や地震などの自然災害が多発するこ
ともあり、経済的・社会的課題が多い
地域でもあります。インド洋シーレーン
（海上交通路）に面しており、日本にとっ
てこの地域の安定は戦略的にきわめて
重要です。
　国ごとに政治的安定性や経済力は
異なり、開発への課題は多種多様です。
インドは地域の経済成長を牽引する存
在。スリランカはインド洋のハブを目指し

ており、バングラデシュは近年、貧困か
らの脱却を目指して勢いがあります。ネ
パールは震災後の新たな国造りに取り
組み、ブータンは日本と深い友好関係に
あります。パキスタンはテロ対策・治安
改善が最重要課題で、モルディブは小
さな島国特有の脆弱性の克服が課題
です。

日本外交の重点地域のひとつが
南西アジア地域です。
なぜ重要なのか、どんな協力が
行われているのかを解説します。

今月のテーマ

知っておきたい
国際協力⑬

教えて！ 外務省

「自由で開かれたインド太平洋」の
考え方を重点的に反映しています。2

インドとその周辺の計7か国を指し、
多様な開発課題を持つ地域です。1

この地域での
開発協力の外交方針は？2

　国際社会の安定と繁栄は、法の支配
に基づく自由で開かれた国際秩序が支
えています。世界の活力の中核であるイ
ンド太平洋地域において、秩序を維持、
強化することが世界に恩恵をもたらすと
いうのが政府の考えであり、それを外交
方針として明確化したのが「自由で開か
れたインド太平洋」です。このような考え
は以前からあり、安倍総理がインドの国
会で演説してその重要性を強調したの
は2007年と、10年以上も前のことでし
た。
　インド太平洋地域の中でも注目を集め
ている南西アジア地域に対して、日本は
この地域の特徴をふまえて、持続的な
経済成長を支えるインフラ整備支援と、
貧困削減・格差是正に向けた基礎生

活分野や防災の支援をバランスよく行っ
てきました。地域別での実績で言えば、
日本から南西アジア地域に提供される
ODA（政府開発援助）の金額は最大。
日本がこの地域を重視していることがわ
かりますし、南西アジアの国々にとっても
日本は最大の開発パートナーとなってい
ます。

外務省
国際協力局 国別開発協力第二課 

首席事務官

植田達也（うえだ・たつや）さん

2006年外務省入省。在ジブチ日本国大使
館、総合外交政策局国際平和協力室、内閣
官房TPP政府対策本部、総合外交政策局安
全保障政策課などを経て、18年8月から現職。

©DLE

を通じて「自由で開かれたインド太平洋」
の理念を具体化し、南西アジア地域と
の友好関係・信頼関係の礎を築いてき
ています。これからも相手国とその国の
人びとの自主性を尊重し、ともに成長・
発展することを目指して協力を進めてい
きます。

三つの柱に沿って、多様な分野での協力が行われています。3
具体的にどんな開発協力をしているの？3

ネパールの国造りを支える選挙支援。

車や人で活気あふれるバングラデシュの首都ダッカの大通り
（写真提供／ JICA）。

シーレーンの平和と安定の確保のためにスリランカに
供与した多目的船。

＊ 人材育成奨学計画。行政機関職員の日本留学を通じてガバナンス能力を強化する。

日本は、南西アジアの
安定と繁栄に
貢献しています！

　政府は「自由で開かれたインド太平
洋」を実現するために、①法の支配、航
行の自由、自由貿易などの基本原則の
普及・定着、②質の高いインフラ整備な
どを通じた連結性の強化、③平和と安
定の確保のための取り組みという三つ
の柱に沿って、各国の開発課題に応じ
てJICAと密接に連携しながらODAの
案件を形成・実施しています。
　①の基本原則の普及・定着では、民
法の起草支援や女性・若者の選挙参
加促進などが行われています。多くの国

の行政官の日本への留学支援も行って
おり、これまで累計658人を受け入れて
ガバナンス能力の強化を後押ししていま
す。②の連結性の強化では、各国内外
の経済的な拠点を結び、人やモノの流
れを活発にするため鉄道や道路、港湾
や空港の整備・拡張を行っています。③
の平和と安定の確保の分野では、シー
レーン沿岸国の海上保安能力の向上や
テロ対策に力を入れています。また隣国
からの避難民・難民支援も行っています。
　このように日本はさまざまなODA事業

　10年間におよんだ内戦が2006年に終結
し、平和で民主的な社会づくりが進められて
きたネパール。異なる文化背景や社会的立
場を認め、伝統社会で長らく差別的な処遇を
受けてきた女性やアウトカーストなども、同じ社
会の一員として遇されるべきという機運が高まり
ました。
　こうした流れのなか、村の長老が伝統的な
価値観でコミュニティに根付く紛争の裁定を
する代わりに、村民から選ばれて訓練を受け
た調停人が、対立する両者の間に入って妥
協点を見出すコミュニティ調停の仕組みが始
まりました。これまでも、NGOの支援を受けて
地方で散発的に行われていましたが、コミュ
ニティ調停による紛争解決方法を本格的に

普及させる活動がJICAの技術協力プロジェ
クトで、10年から始まりました。ネパールでよ
く使われる路上演劇を使ったワークショップ、
調停人やコーディネーターの選出・研修など
を支援。その結果、この制度はネパールの国
家政策に組み込まれ、15年の新憲法にも
「コミュニティ調停」として規定されるに至りま
した。
　この調停は無料で実施されるので、貧困
層の紛争解決へのアクセスの促進につなが
ります。また日本の支援では、調停人として
女性が一定数選出される方針の策定や乳
幼児を抱える女性でも受けやすい研修など、
ジェンダー視点に立った取り組みが行われま
した。紛争解決スキルの能力向上支援を受

けた21名の女性調停人はその後、副市長
や区議会議員など地方議会の代表に選出さ
れています。日本は今後も開発協力を通じて、
ネパールの平和と安定を支援していきます。
 （在ネパール日本国大使館）

女性も活躍！ コミュニティ調停で紛争解決

路上演劇で村人に対するコミュニティ調停の仕組
みの周知を図った（写真：COMCAP＊）。

外務省ODA
広報キャラクター
ODAマン

南西アジアって、
どんな地域？1

在外公館レポート from  Nepalネパール

「自由で開かれたインド太平洋」の実現に向けて
南西アジア地域で行われているおもな日本の国際協力

基本原則の普及・定着
❶ 法制度整備
❷ 選挙支援
❸ JDS*

連結性の強化
❹ 鉄道整備
❺ 道路整備
❻ 港湾開発
❼ 空港拡張

平和と安定の確保
❽ 海上法執行機関の
　 保安能力向上
❾ テロ対策機材供与
10 地雷撤去
11 避難民・難民支援

ネパール

首都 ： カトマンズ

＊コミュニティ内における調停能力強化プロジェクト。

❸ ❽ ❾
モルディブ

❸ ❹ ❻ ❼
スリランカ

シーレーン

インド
❹ ❺ ❽

バングラデシュ
❶ ❸ ❹
❺ ❻ ❼
❽ ❾11

❽10

パキスタン
❷ ❾11❸

ネパール
❶　　❷ ❸ ❺ ❼ ブータン

❸
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今
年
８
月
に
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
ア

フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
７
）
で
、

歌
手
の
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ａ
さ
ん
は
２
度
目
の

名
誉
大
使
に
任
命
さ
れ
、ザ
ン
ビ
ア
で
は

J
I
C
A
が
協
力
す
る
事
業
を
視
察
し

た
。
本
書
は
、ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
歌
手
と

し
て
活
躍
す
る
か
た
わ
ら
、
長
年
社
会
貢

献
活
動
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
き
た
彼
女

が
、少
し
で
も
ア
フ
リ
カ
を
知
り
、身
近
に

感
じ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
か
ら
初
め
て
手
掛

け
た
絵
本
だ
。

　

物
語
は
、子
ラ
イ
オ
ン
の
レ
オ
ナ
が
ア
フ

リ
カ
大
陸
の
冒
険
に
出
か
け
、
人
び
と
と

の
出
会
い
か
ら
、伝
統
や
文
字
を
学
ぶ
こ
と

の
大
切
さ
、命
の
尊
さ
を
知
っ
て
い
く
と
い

う
も
の
。
物
語
に
登
場
す
る
場
所
は
す
べ

て
著
者
が
実
際
に
訪
れ
て
お
り
、
現
地
で

見
聞
き
し
感
じ
た
ア
フ
リ
カ
の
魅
力
が
、レ

オ
ナ
の
視
点
で
描
か
れ
て
い
る
。

　

絵
本
の
売
り
上
げ
の
一
部
は
、ア
フ
リ
カ

と
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
支
援
に
充
て
ら

れ
る
。

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ａ 

作
、大
宮
エ
リ
ー 

絵

主
婦
と
生
活
社　
１
８
０
０
円（
税
別
）

M
O
V
IE

『
少
女
は
夜
明
け
に

  
夢
を
み
る
』

　

イ
ラ
ン
の
更
生
施
設
を
舞
台
に
、強
盗
、

殺
人
、薬
物
、売
春
と
い
っ
た
罪
で
捕
ら
え

ら
れ
た
少
女
た
ち
に
光
を
当
て
た
ド
キ
ュメ

ン
タ
リ
ー
。
第
66
回
ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
国
際
映
画
賞
を
受
賞
し
た
。

　

ま
だ
あ
ど
け
な
さ
が
残
る
少
女
た
ち

は
、高
い
塀
に
囲
ま
れ
、厳
重
な
管
理
下
に

お
か
れ
て
い
る
更
正
施
設
で
共
同
生
活
を

送
っ
て
い
る
。
虐
待
に
耐
え
き
れ
ず
父
親
を

殺
し
て
し
ま
っ
た
少
女
や
、叔
父
の
性
的
虐

待
か
ら
逃
げ
る
た
め
に
家
出
を
し
、生
き
て

い
く
た
め
に
犯
罪
を
く
り
返
す
少
女
、
幼

く
し
て
母
と
な
り
夫
に
強
要
さ
れ
て
ド
ラ
ッ

グ
の
売
人
と
な
っ
た
少
女
な
ど
―
―
彼
女

た
ち
は
な
ぜ
こ
の
施
設
に
や
っ
て
き
た
か
、

そ
の
背
景
が
自
ら
の
言
葉
で
静
か
に
語
ら

れ
る
。

　

撮
影
許
可
に
７
年
も
の
歳
月
を
費
や
し
、

〝
見
え
な
い
存
在
（
イ
ン
ビ
ジ
ブ
ル
ピ
ー
プ

ル
）〞
と
し
て
疎
外
さ
れ
て
き
た
少
女
た
ち

と
オ
ス
コ
ウ
イ
監
督
が
築
き
上
げ
た
強
固

な
信
頼
関
係
と
親
密
な
時
間
か
ら
、少
女

た
ち
が
抱
え
る
〝
痛
み
〞
を
映
し
出
す
。

２
０
１
６
年
／
イ
ラ
ン
／
76
分
／
配
給
：
ノ

ン
デ
ラ
イ
コ

監
督
：
メ
ヘル
ダ
ー
ド・オ
ス
コ
ウ
イ

11
月
２
日（
土
）よ
り
東
京
・
岩
波
ホ
ー
ル
ほ

か
、全
国
順
次
公
開
。

© Oskouei Film Production

本
と
映
画
の

新
着
情
報

イチ
オシ！

JICA中部
JICA駒ヶ根

　毎年恒例の「みなこいワールドフェス
タ」。今年は、26日の駒ヶ根青年海外協力
隊訓練所の開設40周年記念式典に合わ
せて「大使村まつり」を同時開催する。協
力隊OB会や国際交流団体のブースでは、
世界各国の料理やフェアトレード製品の販
売など、国際色豊かな企画が楽しめる。また
ワールドステージでは長野県在住外国人の
グループも参加して各国のダンスや歌が披
露される。

　第16回を迎える中部地域最大
の国際交流、国際協力のイベント

「ワールド・コラボ・フェスタ」が今
年も開催される。世界各国の歌や
踊りが披露されるほか、中部地方で
活動する団体・NGO、公的機関、
企業が「国際交流、国際協力、多
文化共生」についてのブースを多
数出展し、日ごろの活動を楽しくわ
かりやすく紹介する。

　昨年1万人以上が来場した環境啓発
イベント「エコメッセin ちば」。今年は「み
んなで取り組むSDGs」をテーマに、個
人や団体が環境活動についてさまざまな
取り組みを発表する。持続可能な社会
のために何ができるかを参加者で考える
交流イベントとなっている。また、JICA東
京公式サポーターの「東京SDGs吹奏
楽団」の出演も予定している。

◦エコメッセ ２０１９ in ちば
日時： 2019年10月20日（日） 10:00 ～16:00
会場： 幕張メッセ国際会議場
 千葉県千葉市美浜区中瀬2-１
主催：エコメッセちば実行委員会

入場無料、事前申し込み不要、
途中退出可。

詳細はJICA東京まで。
 （TEL：03-3485-7680)

詳細はこちら

　鳥取県出身の青年海外協力隊員、シニア海
外協力隊員の帰国報告会を開催する。今回の
報告者は、モンゴルとカンボジアに派遣され下
水道の分野で活動した隊員や、パナマの中高
生に化学を教えていた隊員など。県内のJICA
海外協力隊経験者たちも参加し、気軽に質問
や情報交換をすることもできる。また民族衣装の
ファッションショーや、世界各国のドリンクやお菓
子も試飲、試食することができる。

◦世界へ！ 日本へ！ 鳥取県へ‼
　 JICA海外協力隊の可能性
日時： 2019年11月3日（日）
 13:00 ～16:00
会場： 角盤町4丁目スタジオ
 鳥取県米子市角盤町4-41

入場無料、事前申し込み不要、途中退出可。

詳細は鳥取県JICAデスクまで。
 （TEL：0857-51-1165）

JICA中国

　JICA沖縄で毎年開催している国際
交流イベント。今回は「SDGs（持続
可能な開発目標）」をテーマとし、県内
の自治体や企業、団体の活動紹介の
ほか、世界各国の研修員との交流、歌
や踊りのステージイベントを楽しめる。
毎年好評を得ている多国籍料理の屋
台では、世界の料理を堪能することも
できる。

JICA沖縄

JICA東北

　JICA東北では、高校生を
対象とした国際協力について
のイベントを開催する。青年
海外協力隊や国際NGOの
関係者から途上国の話を聞け
るほか、ワークショップを通し
て他校の生徒と交流を楽しみ
ながらSDGsとその背景にあ
る世界と日本の課題について
学ぶことができる。

JICA東京

10月12日（土）、13日（日）
10月27日（日）

10月20日（日）

10月26日（土）

11月2日（土）、3日（日）

11月3日（日）
◦高校生国際協力プログラム
日時： 2019年10月26日（土）10:30 ～16:30
会場： JICA東北 
 宮城県仙台市青葉区一番町4-6-1
 仙台第一生命タワービルディング20階

参加費無料、要事前申し込み
 （10月21日までに）。

詳細はJICA東北まで。
 （TEL：022-223-4772)

申し込み、
詳細はこちら

歌、踊り、食も魅力の
国際交流フェスティバル

中国地方最大の帰国報告会

世界とつながる交流祭

環境への気づきの場

 『
ハ
ー
ト
の
レ
オ
ナ
』

「協力隊の町」のワールドフェスタ

◦おきなわ国際協力・交流フェスティバル2019
　－SDGs 沖縄発みんなの取り組み－
日時： 2019年11月2日（土）10:00 ～17:00、
 　　　　　   3日（日）10:00 ～16:00
会場：JICA沖縄
 沖縄県浦添市字前田1143-1

入場無料、事前申し込み不要。

詳細はJICA沖縄まで。
 （TEL：098-876-6000）

詳細はこちら

◦ワールド・コラボ・フェスタ2019
日時： 2019年10月12日（土）、13日（日）
 10:00～18:00
会場： オアシス21「銀河の広場」
 愛知県名古屋市
 東区東桜1-11-1

入場無料、事前申し込み不要、
雨天決行。

詳細はワールド・コラボ・フェスタ・
実行委員会まで。

詳細はこちら

高校生のための
国際協力プログラム

◦第26回みなこい
　ワールドフェスタ国際広場

「みなこい」とは訓練所周辺の「宮田村」、「中川村」、
「駒ヶ根市」、「飯島町」の頭文字と「みんな来い」を
かけたもの。
日時：2019年10月27日（日)10：00～15:00
会場：長野県・駒ヶ根駅前広小路商店街・銀座通り

詳細はJICA駒ヶ根まで。
 （TEL：0265-82-6151）

詳細はこちら
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日本発のマイクロファイナンス企業に
10億円を出資

 JICAのニュース&トピックスをもっと読みたい方はアクセス！
https://www.jica.go.jp/information/index.html

JICA PRESS October  2019

JICA HEADLINE NEWS

すべての人に金融アクセスをニュース深掘り ！
　
1
9
7
0
年
代
に
登
場
し
た
貧
困
層
向
け

の
小
口
融
資
は
、
2
0
0
6
年
に
そ
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
確
立
し
た
ム
ハ
マ
ド
・ユ
ヌ
ス
氏
が

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
で
、広
く

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
最
初
の一
歩

を
踏
み
出
す
た
め
の
わ
ず
か
な
資
金
を
融
資

し
、経
済
的
自
立
を
後
押
し
す
る
」
と
い
う
理

念
の
も
と
に
登
場
し
た
小
口
融
資
で
す
が
、近

年
は
新
規
参
入
者
が
増
え
て
理
念
に
合
わ
な

い
事
業
も
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
社
会
課
題
の
解
決
と
い
う
視
点
が
小
口
融

資
に
あ
ら
た
め
て
求
め
ら
れ
る
な
か
、五
常
は

〝
顧
客
第
一
〞の
姿
勢
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。融

資
の
際
に
は
顧
客
に
と
っ
て
必
要
な
情
報
を
十

分
な
時
間
を
か
け
て
説
明
し
、貸
し
出
す
金
額

は
顧
客
の
事
業
に
必
要
な
分
の
み
。金
利
は
業

界
内
で
も
最
低
の
水
準
で
す
が
、さ
ら
に
下
げ

る
た
め
、電
子
決
済
な
ど
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

活
用
し
た
コ
ス
ト
削
減
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
生
ま
れ
た
境
遇
で
人
生
が
左
右
さ
れ
な
い
た

め
に
も
、五
常
の
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
な
〝
よ
い
金

融
〞へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、す
べ
て
の
人
に
開
か
れ

て
い
る
べ
き
で
す
。
今
回
の
出
資
に
よ
っ
て
、五

常
が
掲
げ
る
「
民
間
版
の
世
界
銀
行
と
し
て

世
界
中
に
金
融
ア
ク
セ
ス
を
届
け
る
」
と
い
う

目
標
の
実
現
に
い
っ
そ
う
近
づ
き
、貧
困
に
あ

え
ぐ
人
々
の
経
済
的
な
自
立
が
加
速
す
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 大学院で公共政策学の修

士号を取得後、民間企業
に5年間勤務し電力・水事
業やフィンテック・ITマーケ
ティングの業務に携わる。
2017年にJICAに入構。「こ
れからも素晴らしい理念と
運営能力を持った企業を
支援していきたいです」。

民間連携事業部
海外投融資課

日野薫郎さん
ひの・くんろう

小口融資でミシンを購入したミャンマーの女性。
手縫いよりはるかに多くの服を作れるようになり、生計が向上した。

│9月  2日│  I&P Afrique Entrepreneurs II LPに対する出資契約に調印
   社会的事業を行うファンドへの出資を通じて、サブサハラ・アフリカ地域における中小企業の成長を支援。

│8月28日│  第7回アフリカ開発会議（TICAD 7）が横浜で開幕
   多様なパートナーとの戦略的連携を強化。北岡理事長がアフリカ各国首脳らと会談。

│8月23日│  世界柔道選手権に青年海外協力隊の教え子が続々出場！  
   2019世界柔道選手権東京大会に、カザフスタンやブータンなどに派遣された8名の
   青年海外協力隊員が指導する選手、合計26名が参加。

　
8
月
22
日
、
J
I
C
A
は
五

常
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
株
式
会

社
（
以
下
、五
常
）
と
の
間
で
、

10
億
円
の
投
資
契
約
に
調
印
し

た
。五
常
は
途
上
国
で
マ
イ
ク
ロ

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
呼
ば
れ
る
無
担

保
の
小
口
融
資
や
預
金
な
ど
の

金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お

り
、低
所
得
者
層
の
生
活
水
準

の
向
上
や
小
規
模
ビ
ジ
ネ
ス
の

売
り
上
げ
拡
大
を
後
押
し
し
て

い
る
。
今
回
の
出
資
は
、五
常
の

事
業
拡
大
を
支
援
す
る
も
の
。

　
世
界
に
は
金
融
機
関
に
口
座

を
持
た
な
い
成
人
が
約
17
億
人

存
在＊
1

し
、う
ち
約
10
億
人
を
女

性
が
占
め
る
。
格
差
は
途
上
国

で
特
に
大
き
い
が
、五
常
は
女
性

が
利
用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
し
、
女
性
の
地
位
向
上
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
五
常
へ
の
支
援
は
日
本
が
参

加
す
る
「
G
7 

2
X
チ
ャ
レ
ン

ジ:

女
性
の
た
め
の
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
」
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ＊
2

の
推
進
に

貢
献
す
る
も
の
で
あ
り
、S
D
G
s

の
ゴ
ー
ル
8
「
働
き
が
い
も 

経
済

成
長
も
」に
も
合
致
す
る
。

＊
１ 

出
典『Global Findex 2017

』

＊
2 

G
7
の
開
発
金
融
機
関
が
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
貢
献
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
な
ど
へ
の
出
資
拡
大
を
目

指
す
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
。

OCTOBER 2019 No. 73
編集・発行：独立行政法人 国際協力機構
Japan International Cooperation Agency（JICA）
〒102-8012　東京都千代田区二番町5-25
二番町センタービル
TEL：03-5226-9781　FAX：03-5226-6396
URL：http://www.jica.go.jp/

制作協力：株式会社 木楽舎
〒104-0044　東京都中央区明石町 11-15
ミキジ明石町ビル 6F 『mundi』編集部
TEL：03-3524-9572　FAX：03-3524-9675
Eメール：ML_JICAPR@jica.go.jp

◦アンケートの送付、定期送本、バックナンバーの取り寄せ
　に関するお問い合わせは木楽舎までお寄せください。
◦本誌掲載の記事、写真、イラストなどの
　無断転載を禁じます。

mundi

 11月号  特集 
緊急援助・復興・防災  自然災害にともに立ち向う
世界各地で起こる自然災害における緊急援助隊の活動を中心に、その後の復興、
防災へとつなげる「災害マネジメントサイクル」について、JICAの取り組みやプロジェク
トを紹介します。

次号予告（2019年11月1日発行予定）

JICAや記事内容についてのご意見、ご感想をお待ちしております。
また、こんな企画を実施してほしいなどのご希望もぜひお寄せくだ
さい。お寄せくださった方の中から、抽選でプレゼントを差し上げま
す。下記項目をお書き添えのうえ、巻末のアンケートはがき、Eメー
ル、またはファクスでお送りください。

●氏名　●住所　●電話番号　●年齢　●性別　●職業
●本誌を入手した場所　●面白かった記事　●本誌へのご意見・
ご感想　●JICAへのご意見・ご質問　●ご希望のプレゼント番号
＊お寄せくださったご意見・ご感想は、本誌やJICAのウェブサイトに転載す
る場合があります。あらかじめご了承ください。ご記入いただいた個人情報
は、プレゼントの発送および誌面の向上に役立てること以外の目的で使
用いたしません。当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます

◎応募締め切り 2019年11月15日

アンケートのお願い プレゼント
付き ［2019年10月号のプレゼント］

パラオの
コースターセット 

1名様

1

ブータンのエアスプレーと
石けんのセット
各2名様

2
絵本
 『ハートのレオナ』
MISIA 作、大宮エリー 絵
主婦と生活社　1名様

3

●申し込み方法
巻末の払込取扱票に、氏名・住所・電話番号・ご希
望の送本期間・送付開始月号を明記の上、所定の金
額（送料＋手数料）を郵便局でお支払いください。入
金の確認後、発送の手配をいたします。入金から1週
間程度かかることもありますのでご了承ください。
＊複数冊、またはバックナンバーをご希望の場合は送料が異なりま
すので『mundi』編集部（木楽舎）までお問い合わせください。

定期送本の
ご案内

『mundi』バックナンバーはJICAのウェブサイトでもご覧になれます。
http://www.jica.go.jp/publication/mundiJICA mundi

読者の声

気候変動対策は、地球上の人類すべてにおいて、最
優先で取り組まなければならない最も重要な問題です。
日本が現在、39か国137案件で協力していることを知
り驚きました。また、アフリカのケニアでバラが栽培され
ていることも知り、アフリカに対するこれまでのイメージと
は異なった平和で安心な優しい思いが伝わりました。
（北海道／ 60代／男性）

先進国が大きな原因をつくってしまったともいえる気候
変動。これからの厳しい現実に、先進国は途上国に対
して責任をもって支援していくことの重要性を多くの人
と共有したいですね。美しいサンゴ礁に魅せられパラ
オに何度か行きました。現地が水不足になったときに
訪問し、水のありがたさをあらためて実感しました。
（京都府／ 50代／女性）

8月号「気候変動対策 　地球の未来のために」を読んで

ミャンマー税関のbefore、afterの写真を見て作業効率
のよさが伝わってきました。国際社会においてリスク管
理と円滑な作業は絶対に必要であり日本の協力がしっ
かり生きていて頼もしく思いました。
（愛知県／70代／女性）

地球ギャラリーの白黒写真に引き込まれました。カラー
よりも伝わってきます。彼の人生、夢を応援したくなりま
した。
（香川県／60代／男性）

7月号「メコン地域 　次なる成長に向けて」を読んで Q

A
総合職は、2020年3月以
降にJICAのウェブサイトにて
お知らせします。その他の
職種も随時募集をしていま
す。詳しくはJICAの国際キャ
リア総合サイト「PARTNER」
（http://partner.jica.go.jp/）
をご確認ください。

JICA職員になるには ？

多く寄せられているご質問に
お答えします

Q&A「読者の声」
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HIVとともに、笑顔で生きる

「わたしが見つけたSDGs」に写真と原稿をお寄せください。貧困や気候変動、格差ほか、いま世界が直面
している課題に取り組む人々の姿など、SDGsの17の目標を身近に感じられる作品をお寄せください。
応募要項：写真1点（ご自身が撮影されたもの）、文字原稿400字以内。
＊写真内の被写体に関する肖像権およびその他の権利は、投稿者の責任において被写体や権利保持者
の承諾を得るなど必要な措置をとったうえでご応募ください。

ご応募・お問い合わせ先▶ML_JICAPR@jica.go.jp（『mundi』編集部宛て）

あなたの投稿をお待ちしています！

「
周
り
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
と
、
自
分

で
家
族
を
支
え
ら
れ
る
こ
と
が
、
彼
女
た
ち

に
自
信
を
与
え
て
い
ま
す
」

　
私
た
ち
が
ウ
ガ
ン
ダ
で
支
援
す
る
H
I
V

陽
性
の
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
変
化
を
見
た
、

現
地
N
G
O
の
ス
タ
ッ
フ
の
言
葉
で
す
。

　
エ
イ
ズ
で
夫
に
先
立
た
れ
、
H
I
V
と
と

も
に
生
き
な
が
ら
子
育
て
を
す
る
女
性
た
ち

は
、
貧
し
さ
の
な
か
で
子
ど
も
に
小
学
校
さ

え
卒
業
さ
せ
ら
れ
な
い
と
将
来
を
心
配
し
て

い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
に
は
、
家
庭
そ
の

も
の
を
支
え
、
自
立
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る

̶

そ
ん
な
思
い
か
ら
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

に
研
修
を
提
供
し
、
カ
フ
ェ
開
業
の
支
援
を

し
て
い
ま
す
。
子
育
て
や
病
気
に
つ
い
て
の

困
り
ご
と
の
相
談
に
の
り
、
将
来
を
前
向
き

に
計
画
し
て
い
く
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

も
行
い
ま
す
。

　
支
援
を
始
め
た
ば
か
り
の
頃
は
自
信
な
げ

だ
っ
た
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
た
ち
が
、
自
分
た

ち
で
開
業
し
た
カ
フ
ェ
で
腕
を
ふ
る
い
、
常

連
の
お
客
さ
ん
が
で
き
る
な
か
で
い
つ
し
か

笑
顔
が
増
え
、
積
極
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ス
タ
ッ
フ
に
も
話
し
か
け
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
た
ち
が
収
入
を
得
て
、
子

ど
も
た
ち
が
就
学
す
る
過
程
で
〝
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
生
き
る
力
〞
を
取
り
戻
し
て
い
く
こ
と
を
、

大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

今
月
の
投
稿（
文
と
写
真
） 

門
田
瑠
衣
子
さ
ん

エ
イ
ズ
孤
児
支
援
N
G
O
・
P
L
A
S
代
表
理
事
。ケ
ニ
ア
と
ウ

ガ
ン
ダ
で
エ
イ
ズ
に
よ
る
孤
児
や
貧
困
家
庭
を
支
援
し
て
い
る
。
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ウガンダで暮らすサラさんはカフェを開業して生計を立て、子どもたちは就学を継続することができている。

1．貧困をなくそう
4．質の高い教育をみんなに
5．ジェンダー平等を実現しよう




